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有明海の主要な水産資源としてとしての貝類の動向について 

熊本県立大学 教授 堤裕昭 

 熊本県立大学の堤でございます。環境共生学部で海洋生態学を担当しております。今日

は有明海の主要な水産資源としての貝類、アサリ、ハマグリ、タイラギに焦点を当てて、

その動向について過去から現在そしてこれからどのように資源を確保していくかという話

をさせて頂きたいと思います。 

まず、これはある時の全国版の朝日新聞の一面に載った非常に有名な写真です。荒尾市

にお住まいの村中直行さんと言う方が撮られた 1962年の荒尾市の干潟の写真です。手前に

船があります。沖合いで獲ってきたアサリを皆さん上ってここにこぼして、潮が満ちてき

たら港に持って行く、アサリ漁をされている所の写真です。一見砂利のように見えるので

すがこれは全てアサリです。大体漁師一人あたり毎日 1ｔ位獲っていたという話です。ち

なみに 1ｔというと 40万円位しますので、月

に３日位働くとボーナスを手にするという位

の生活、そういう事が可能だった時代が 1960

年代です。これが続けばいいのですが、なか

なかそうはいかないのが残念なのですが、い

ずれにしても有明海は沿岸漁業が非常に盛ん

な所、沿岸漁業の場所としては日本の一等地

というふうに言って過言でないと思います。 

これは佐賀の西側の鹿島市周辺の港の写真

です。タイラギ潜水漁アサリ漁、沖にノリの養

殖業、これは大魚と言うわけにはいかないの

ですが小魚といったところです。とにかく船の

数を見ただけでも相当にこれで生計を立てて

いる方が多くいらっしゃるという事がわかり

ます。 

そこから上がってきた代表的なものを見ま

すと向って右側から反時計回りにシャコです。

それからウミタケ。これは佐賀では粕漬けに

しているものが非常においしいですね。タイラギの身、これは大牟田駅のタイラギ弁当の

写真なのです。竹崎ガニとして佐賀で有名なガザミです。そしてムツゴロウ。私も佐賀で

生まれ育ちましたので実はこのムツゴロウをいっぱい食べております。これは私には食べ

物にしか見えないのですけれども、非常においしい、うなぎに非常に近い味です。それか

らこちらの辺りではクチゾコ。牛の舌という舌平目ですがフランス料理でムニエルにする



と非常に高級料理になりますも。それからア

ゲマキ、これは最近獲れなくなっていますけ

れども、非常においしい二枚貝です。 

これらには一つの共通した特徴があるので

す。どういう特徴かというと、漁業で獲るも

のなのですが全部海底の生き物なのです。 

朝日新聞に載っていたのですが丁度面白い

図があったので持ってきました。漁業というと

普通魚を獲るイメージがありますが、有明海の

場合は漁獲量からいくと、貝類が主体の漁業な

のです。それが落ちているのが少し問題なの

です。ですから海底にいる生物を採っている、

魚を獲ることが比率として非常に少ない。全く

ないわけではなく、スズキなどとりあえず獲

れるのですが、干潟とその沖合いを含めた海

底生態系の恵がこの生き物達を生んでいると

いうことです。 

その際たるものが熊本県でいくとアサリです。アサリは干潟の底棲生物なのです。1978

年の２月、夫婦二人で１ｔ位採っている、それが普通なのです。隣の船も１ｔ程獲れてい

ます。1978 年ですからそんなに昔ではないです。今から 30年前位です。 

ところがそういうのが続かないというのが

非常に困った話なのです。全国の干潟は戦後

1940 年代の調査では８万 ha 位となっています。

現在は５万２千 ha、ということは 40％減って

います。有明海の干潟面積は全国の 40％、約２

万 haです。有明海の干潟面積はそんなに変わ

ってはいないのですが、熊本県のアサリの漁獲

量の最盛期は 1977年か８年で 65,000トン獲れ

ていたのが、95年は最悪の年で、1,005トン位

です、殆ど壊滅状態でした。最近そこが少し戻してきている、大体 6､7000トン位戻してい

て、努力の結果があるのですが、いずれにしてもかなりまだ混沌とした状態が続いてい

る。 

ハマグリを見てみますと、私はこんなに熊本県でハマグリが獲れたというのが驚きであ

りますけれども、4,500tも獲れたという、そんな所は見たことがないのですが、2004年は

54t しか獲れていない。100 分の 1位の所まで落ちて少し上がってきている。こういう状況

があります。ちなみに全国でもハマグリは 100数十 tしか獲れていないと思います。統計



上はっきりしない部分があるのですが、他のハマグリで実は流通しているもので朝鮮ハマ

グリがありまして、鹿島灘とか茨城県で獲れたものは、あれはこのハマグリとは違う種類

です。本ハマグリとか日本ハマグリとか言われるものに関してはこの程度だし、その内の

かなりのものが実は熊本県で今でも獲られているから、いずれにしても非常に多く減って

おります。 

他にもう一つタイラギです。これはアサ

リ、ハマグリと違いまして干潟にはいない

沖合いの海底にいる貝として注目をしてお

ります。佐賀県、福岡県、本当は長崎県も少

しは漁獲量はあるのですが、佐賀、福岡を

見てみますと、タイラギは元々漁獲量の変

化が激しい生き物なのです。大体 1999年、

98年位から両方とも殆ど獲れていない、ド

ンと落ちてという状況で、90年代の末位から

急にいなくなったということが現状です。

いずれにしてもこの貝は壊滅的な状態で漁業が大きな支障をきたしています。 

こういった事がどうして起きて来ている

のかということを、私も一応海洋生態学が

専門ですので、有明海の赤潮とか貧酸素水

塊だとか海洋学的な調査もやっております。

一方では 1995年から、もう十数年になりま

すけれども、干潟に調査で毎月行って、そ

の原因を追いかけてまいりました。今日こ

の両方、干潟の原因と沖合いの原因という

ことについてお話させて頂きたいというふ

うに思います。 

 まず干潟の方ですが、荒尾干潟、ここも

非常に熊本県内のアサリの産地として有名

だった場所です。1970年代にものすごく人

が来て一番冒頭のアサリを獲っていた写真

がこの場所です。それが現在どうなってい

るかと、この干潟でどこでもいいのですが、

ふるいでガサガサとすると殆ど死骸が残り

ます。こういう状況になるということです。

かつて１日１t漁師さん達が獲っていたとい

うアサリがどこに行ったのか。そういう状態が今も続いています。 



どうしてアサリがいなくなったのかということで、研究をするより前に漁業者のほうは

生活がかかっていますので、ではどうやって戻すのかという色んな試行錯誤が行われてき

ておりました。私が緑川河口干潟に赴任してからしばらくたって早々こちらの研究をやろ

うと思って初めて行ったのが 1995年です。 

その時丁度地元の川口漁業協同組合、緑

川の一番真ん中の所の一番良い漁場のとこ

ろに占めているのですけれども、漁業権を

持った場所と組合と熊本市の事業として覆

砂事業をやったのです。ここだけ大体 100

ｍ掛け 100ｍ位です。厚さ 50ｃｍ砂を撒い

たのです。先にここが地盤が高くなったの

でまだまわりは干潟なのですがここにまだ

水がある。それで区別がしやすいのでそう

いったところを撮ったのですが、そういう

覆砂をやった直後に我々がそこに行きましてその追跡調査というものを行いました。この

砂は大山町の沖合だったのですが海底から獲ってきた砂でかなり粗い砂なのですが、建設

用資材として取られていたものと伺っています。 

１年後の 1996年の 10月にどういう事が

起きたかというと、向って軸から右側が覆

砂をした場所です。左側はすぐ外側。覆砂

をした場所だけはホトトギスガイ（地元で

ヒガイ）、アサリ、マテガイこういうもの

がある程度獲れています。ゴカイもいたで

しょう。外側はほとんど生物がいない。こ

ういう状況ができまして、砂を撒いた、覆

砂した所だけが唯一生き物がいるという不

思議な状況が本当にでました。論文として

も 2000 年に発表しておりますけれども、後も覆砂は続いていますので、覆砂をした所を

我々はずっと追っかけていっています。 



1997年にその後覆砂をした場所の、翌

98 年のアサリの加入と生残のグラフです。

アサリをある一定面積から 1匹残らず全部

獲ってきて、それを全部集めて、殻の長さ

を測ってヒストグラムを作るのです。そう

すると 98年の６月、７月一つ飛んで９月

です。ここに一つの子供の集団が、20ｍｍ

から 30ｍｍ、ここには繁殖側の親の集団で

す。そうすると一ヵ月後、これはここにい

るのです。貝は５ｍｍから 10ｍｍ非常に成

長が早いのですが、その集団がここに入ってきます。そうすると次の集団が又ここに留ま

っていく。こういうふうに段々大きくなっていくのが分かると思いますが、翌年 1999年、

漁協の方で砂を撒いて少し厚みも薄かったので、非常に潮流が早い所ですので吹き飛ばさ

れてしまいまして、覆砂が跡形もなくなっていました。元々の干潟の状態がでてきました。

そうすると６月、７月、９月ですが、子供はプランクトン幼生で定着して２～３ｍｍの個

体になりますが、ところがこちらのように成長していかない。段々黒い所、これは死亡し

た個体です。ほとんどがそのまま死んで稚貝になってしまいます。ですから小さな稚貝が

何かおかしくなっているのです。２～３ｍｍ位の稚貝がです。その写真がこれです。これ

を顕微鏡で見るとこんな感じです。これは捕食者の巻貝が色々いるのですが、それにやら

れると穴が空きます。ところが穴が全然空いていないのです。ということは何か生理的に

おかしくなって死んでしまっているということです。少しまだ身が付いた状態、何か生理

状態がおかしくなって死んでしまっているという、何かこういうことで次の世代が出来な

いわけです。ということは確かに漁獲できるようなアサリが育つはずがないということで

す。そういう状況が続いております。 

これは最近の話で 2008年から 2009年で

す。ＪＳＴの重要課題解決型研究等の推進

ということで、有明海生物生息環境の俯瞰

型再生と実証試験による覆砂地造成実験の

結果です。有明海再生機構の理事長をされ

ております楠田先生が責任者で進められて

いる研究の一翼に私も入れて頂きまして、

今調査を続けている所なのですが、ここに

我々は覆砂をしました。実は砂だけでなく

この場に色々撒きました。何を撒いたかと

言うのはこの後紹介をしますが、覆砂実験をいたしました。そうすると覆砂をした所だけ

はやはり生物がいます。その外側は見て分かるように何にもいない。コントロールしたよ



うに何もないです。これは小さな稚貝も本当に定着したものは全て０.何ミリも全て含ん

で測っています。それなりに数が出てい

ますけれども、８月、９月、10月、11月

は何もいないです。本当に生物がいませ

ん。覆砂をした所、川砂が少量だけ手に

入りましたので砂を撒きました。それか

ら土壌改善剤として農業用に使われてい

るクリンカアッシュという砂に代わるも

のを見つけてまいりまして、それをここに

撒いたらそれなりに生物がいる。生物が

いる、いないというのは差がある。今なおこういう風に続いているということなのです。

ですから元々の干潟だけでは生物は棲まない。ところが何か覆くと棲むということです。

緑川の河口干潟、荒尾干潟に関しては稚貝が死んでしまう。上手く育たない。それが覆砂

をするとそれが緩和されてある程度育っている事が解っております。 

それで川口漁業協同組合としましては、

砂を撒いたらとにかくアサリが戻る、そう

いう結論を得ましたので 75年以降どんど

ん砂を撒き続けている。そうすると漁獲量

がぐっと上がってきた。今は３千ｔ、４千

トンあるという事です。全国のアサリの漁

獲量が 34,000ｔ位です。その内の３千トン、

４千トンというと一割です。昔は３万トン

獲っていた所ですけれども、10分の 1しか

まだ獲っていませんが、それでも日本で一

番実はアサリが獲れる漁協にまた帰り着いているのです。 

砂を撒けば良いということは、砂に何か一つの問題があるだろうということで、国土交

通省の九州地方整備局にお尋ねをいたし

ましたところ、こういう事が分かったの

です。何を意味しているかというと、川

砂を取った量です。川砂を 1970年代から

取っていたのですがそこはデータとして

残っていないということで、今事務所の

方に残っているデータも78年以降しかあ

りませんのでそれしか分からないのです

が、大量の砂を取っていました。筑後川、

緑川、菊池川、白川です。これが数字で



どういうことか良くわからないと思いますが、どの位取っていたかというのを緑川を例に

取りますと、85年から 95年までこの取った砂の体積を全部足して干潟の面積で割ります。

2,200ha で割ると４cmという事になります。体積を面積で割ると厚さがです。10年間で４

cm、干潟 2,200ha に堆積するものの砂が実はコンクリートの骨材として川で取られていく。

バブル期です。高度経済成長を遂げてどんどん日本が発展して建物、箱物を作る段階で材

料が絶対いりますから、それに使われていたということなのです。さすがに 2000年以降採

取は禁止されていますけれども、とりあえずこの間にものすごい量を取ったと言うことで

す。ところがこれをある業者の方に、あまり公に大きい声で言ってはいけないのかもしれ

ないのですが、親切に教えて頂いたのがこれは許可したものの、誰もそんなものチェック

していないのです。現実に業者の人がどれだけ取っていたかというとこの３倍位取ってい

ました。それ位は業界の常識でしたよということです。３倍と言うことは 12cmです。それ

を 10で割れば年間１cmを超えるわけです。大体干潟の堆積速度というのは１cm無い位で

す。ということは干潟に殆どこの 10年間砂が来て堆積していなかったという話として、そ

の時に実はアサリもハマグリも漁獲量がドンと落ちている。確かに砂の生き物ですから、

堆積したすぐの砂というのは非常にふわっとしています。水がこう満ちてくると非常に液

状化したような状態でその中にハマグリとかアサリが浸かっているというような状態なの

です。引いた時には埋もれている感じがしますけれども、そういう環境というのは確かに

この時にはなかったのです。 

一つ証拠があります。これは広島にあります復建調査設計株式会社から荒尾市内どこか

で調査ができますというご提案を頂きまして、2004年の４月にジオスライサーという機械

を使い行いました。これをどんどんどんと板状に打ち込んでいきますが、一番手前が重機

を入れて５ｍ位ですが下までやったのです。そこから沖合い４つは３ｍ位、もう少し簡易

な方法行いました。マイナス 130cmの所に何か線があります。これは何かと言いますと

1792年の島原、雲仙普賢岳が大噴火して大津波がおきて、その津波が熊本県側を襲った時

に出来たものです。大体こんな感じです。

このマーカーが1792年です。別の時代を

示すマーカーを探したのですが、これが

もう一つ見えたのがセシウム 137、若い人

は全然分からないでしょうけれども我々

の世代だと良くわかります。もう少し年

配の方なら良くご存知だと思いますが、

中華人民共和国と当時ソビエト連邦が

1960年代に地上核爆発実験をやっていま

す。地上に核爆弾がボカッと爆発したも

のですから放射性物質があちこちに飛び

散っている。「今日はどこかの屋上で放射能がマイクロ 90検出されました。」そんなニュ



ースが確かにありました。それが残っているのです。人体に影響はありませんが、セシウ

ム 137と言う放射性物質が実は出てまいります。そこが 1960年代です。それが色々かき混

ぜられますので、それから上に積もったものもかき混ぜられますので 1960年代より上の層

には出てまいります。下の層には殆ど出てきません。ということはセシウム 137の一番下

限のところが大体 1960年位になるのです。荒尾干潟では上から０〜５cmの層からしか出て

こないです。ですからこれは 1960 年代と考えられるわけです。そうすると大体堆積数が年

間 0.7cmから 0.8cm という常識的な値が出てくるわけです。ということはこの上に 35cm位

は砂が溜まっていないとおかしいのです。ところが溜まっていないということは表面が

1960年代後半のままになっていると、ですから堆積していないということです。 

これはどういう風になっているかと言うと、

大体考えられるのは土砂を持ちこむのは菊池川

か筑後川なのですが、他の色々な成分からして、

どうも菊池川のものとは砂の成分が違います。

ですので筑後川から入ったものはこちら側に打

ち寄せられてくる。緑川は当然上からきます。

それが結局どうなったかと言うと、殆んど細々

となってしまって干潟まで砂の部分が届かなく

なった。そういう時に貝がいなくなってしまっ

たという風に考えられます。 

そうすると今度はどういうことなのかと、食

べられているわけではないですから、生理的に

何かおかしくなっているということで、何か砂

の中に変な物質が紛れ込んでいるのではないか

ということで色々と重金属を調べました。 



それで引っかかってきたのが実はマンガ

ンという物質で、これがどれほど効くのか

はいま一つまだはっきりしない部分はあり

ますが、マンガンだけが緑川と荒尾干潟は

他より明らかに高いという結果が出ていま

す。特に荒尾は数千ｐｐｍ出ていますので、

これはちょっと他所では見たことがない。

マンガンは非常に高いということで、これ

も学生達がさっきやっていましたけれども

間隙水といって穴を空けるのです。穴を開

けて濾過をして砂の中に溶け込んでいる砂

の中の水を濾過します。そこに薬剤を入れ

ると赤くなるのですが、これがマンガンイ

オンです。これだけマンガンイオンが溶出

してきているというのが分かります。それ

を分光光度計で測るのです。陸上からマン

ガンが入ってくるのです。二酸化マンガン

という形で堆積します。二酸化マンガンは

普通触媒に使う、小学校の理科の実験に使

う、触ってもなんともない非常に安全な物

質です。ところが海にはバクテリアがいり

ます。砂の中でバクテリアが二酸化マンガ

ンのＯ2を取ってしまうのです。砂の中は酸

素が少ないですから、そうするとマンガン

が要らなくなります。マンガンイオンとい

う形で捨てるのです。そうするとこれは２

化のイオンです。陽イオンになります。カ

ルシウムのイオンと全く同じ形になってき

ます。貝はカルシウムイオンを取って炭酸カ

ルシウムの殻を作ります。そして、間違えて

マンガンイオンを取ってしまいます。そうす

ると貝の体の中にマンガンイオンが入ってき

ます。我々もマンガンイオンを取り込んだら

どうなるかと言うとかなり頭痛がしたりしま

すので、水道の水質基準としてはマンガンを

ある程度除く処理をされています。ですから



どうもこれが一番影響を与えているなという感じがしてならないのです。マンガンイオン

の間隙水の濃度を測ると夏場で緑川の前後で大体 10mg/Ｌに、多い時で 20mg/Lになります。

冬場は全然ない、夏場が高い濃度が出てきます。ちょっと実験をやっているのですけれど

も、アサリの殻長 1mm位の小さな稚貝をこの中に入れます。マンガンイオンを 0.14から５

さっきは 10､20とかありましたけれども、こういう濃度にすると１週間で大体 20％位減っ

ている、死んで何か口を開けてしまっている。１週間で 0.8ということは２週間で 0.64で

す。ということは 0.8 を８乗、２カ月分位するとほとんどなくなってしまうという事にな

ります。ですからマンガンイオンがある程度あると中の代謝活性をおかしくするのもあっ

て死んでしまうと言うのが、これは大きな貝は関係ありません、稚貝です。ほんとの 1mm

とか２mmとか我々の眼に付くか付かないか位のものだと影響を与えうるという可能性は

我々実験で実証できたかなというふうに思っております。 

ではこのマンガンは誰か捨てたのかとい

うことです。そうするとそうではありませ

んで、これは自然現象でございまして産業

総合研究所という所の地球化学図というデ

ータベースがありまして、そこのマンガン

をみますと、阿蘇山がマンガンの固まりな

のです。佐賀の山のほうもマンガン、諫早

もあります。ちなみに緑川の源流はマンガ

ン地帯の南側にあります。筑後川の源流も。

ですから川から入ってくるのです。そうい

う川を通って実はマンガンが非常に堆積し

やすい場所だったというのが分かってきま

した。そこで我々が何をやっていたかと言

うと 70年、80年砂を取っていたのです。砂

を取って砂が流れない状況を作ってしまっ

た。しかしマンガンは取っていないので当

然濃度が高まってまいります。砂がどんど

ん被ればその濃度はある程度抑えられます。

空間辺りのマンガンの量というのはぐっと

薄くなります。ところが一番土台の気質がこないものですから、そうするとマンガンはど

んどん堆積していきますので、細かい粒子で入ってきますので濃度が高くなっていったと

いうことです。川砂の採取、要するにこれが一番の原因ではないかということなのですけ

れども、堆積する砂の量が激減した。そうした時にまだどれ位効いているか分かりません

が、干潟にマンガンの堆積がかなりきているというのは、事実ですから、これがかなり影

響を与えてしまって底生生物が非常に激減した。その中にアサリとかハマグリとかアゲマ



キがいるということです。他にも理由があってお示ししたいものもありますけれども、か

なり一つの大きな要因として働いていたのではないかということです。それと元々砂がな

いというのが砂の中にいる貝にとっては致命的なのです。住む家がないわけですから。荒

尾の干潟などは硬くなってとてもこの中に潜れるというふうには思えないのです。ですか

らそういう元々砂がないという事に加えて二次的な行動でこういうことがでてきて更に生

息状況を悪くしているというふうに考えます。それで覆砂で緑川の河口干潟では、少しア

サリの漁獲もハマグリの漁獲も戻ってきています。

 ところが別の問題点が一つ今出てきまし

た。それをいくつか紹介します。問題はまず

砂がないということです。川砂が採取禁止

で、海砂も採取禁止になりました。どこから

砂を持って来るかと、どこかの砂漠からで

も砂を持ってこないと砂がないのです。砂

をこの近隣から持ってくるというのは生態

系を壊すことになりますので適当な砂がな

い。覆砂そのものも続けることが出来ない

ということです。そこで我々はＪＳＴの研

究を民間で行っていますが、荒尾干潟で砂

の代替物質を農業用の土壌改善剤でクリン

カアッシュと呼ばれていますこれを見つけ

てきまして、成分的にはほとんど砂みたい

なものですのでここに撒いて試験的に実験

を行って、それなりの結果が出ています。そ

れからもう一つ砂の代替物質で今年始めた

のが緑川の河口干潟で川口漁業協同組合が

やりたいということで、我々がお手伝いを

しておりますが、採石場から出てくる石の

屑なのですけれども砂とほとんど同じ大き

さまで粉になった、見るからに砂なのですが、

これは上手く行くだろうと思って緑川の河

口干潟に今年の５月に撒かれました。今そ

の追跡調査をしております。両地点ともそ

れなりに結果は出ております。こういうも

のは砂の代替物質として有効になってまい

ります。砂のないということをかなり解消

できる可能性はあるという風に思います。 



 それから今度は最近アサリ、ハマグリ

が緑川漁場でどういう事が起きているか

ということですが、ホトトギスガイです。

これが今びっちり生えている。そういう

生物学的な現象が今起きています。そう

なりますと最初子供の時は良いのですが、

その中でアサリが育ってきます。育つ為

に下に降りてきます。ある程度大きくな

ってきますとそのホトトギスガイがお互

い糸を吐きます。糸を吐いて固めます。

なおかつホトトギスガイは泥っぽいもの

が好きなので自分で泥の成分を水中から

集めてしまいます。砂の干潟がホトトギ

スガイプラス泥の干潟みたいになってき

ます。その中に埋もれた形になりますの

でここで死んでしまいます。ある程度大

きくなっても死んでしまいます。ここか

ら小さい時はいいのですがここから外に

出なければいけない。昔からホトトギス

ガイはちょこちょことあるのですが、そ

こで育ったアサリがそこから外に出てい

たのです。砂の中に生息していたのです

が、そういう場所がないくらいホトトギ

スガイがびっちり場所を覆っております。

そうするとアサリが死亡してしまうとい

うことです。 

アサリの死骸とハマグリの死骸の頻度

分布を取っています。うちの大学院の田

ノ上君が卒業修士論文のための研究をや

っているデータなのですが、２つピーク

があるのです。アサリの場合、初期死亡、それと 20mmのところに死骸が集中している。こ

れは最初撒いた所ですので、マンガンなどの影響もあるかもしれないし、元々初期死亡と

いうのはある程度高いものがあるのです。ところが 20mm、この辺の殻はどういうことを意

味しているかというと、これがそのホトトギスガイのマットの中で埋もれて死んでいる個

体です。これが、ある程度大きくなってからのトラブルということです。 

ハマグリも初期死亡はかなりあります。これも単なる初期死亡なのかここにマンガンか



何かが高濃度になりますのでそれが影響しているか、まだ定かではございませんが、初期

死亡については事実としてあります。それと、アサリは 20ｍｍくらいのところですが、ハ

マグリは５㎜位のところにも死亡のピークがあります。これは何が起きているか。

少しホトトギスガイの話をします、ホトトギ

スガイが一番多いところに先日の８月 11日に実

習に行ってまいりました。丁度干潟の真ん中、１

ｍ２に 3,000個体、丸々と太っていまして、重さ

を測ると１ｍ２15kg、ホトトギスガイがいました。

すごい量です。それを絵にすると、学生が持っ

ているのは、40cm掛け 40cmつまり 0.16ｍ２当たり

のホトトギスガイです。これの 15kgというと７

倍ぐらいになります。すごいことになります。

昔はこの貝たちを育てる栄養は全部アサリに回っていたのです。ですからすごくアサリが

獲れていたのですが、それが今ホトトギスガイのものになってしまっているという事です。

それが一つ大きな問題としてここに出ています。 

それからもう一つハマグリ。ハマグリは５mm

の所に死亡のピークがきていますけれども、そ

れを引き起こしているのがサキグロタマツメタ

ガイという貝です。これが５mm、６mm位のちょ

うど１年たった位のハマグリが格好の餌になる。

これにドリルで穴を開けてその中に消化液を入

れて中で肉ジュースを作ってそれを吸うという

非常にえぐい食べ方をするのです。その結果がこ

れです、食べられています。典型的なものがいっ

ぱい出てきます。せっかくハマグリが戻ってき

ているのに今これにかなり食われています。それ

が問題なのはサキグロタマツメタガイというの

は外来品種ではなく、元々いたのですが、実は輸

入アサリにはかなり入っています。我々ベント

ス関係の研究者がアサリをそのまま袋で輸入し

ているものを買ってきてその中にどれ位生物が

入っているのかを全部調べ上げましたがサキグ

ロタマツメタガイがかなり入っています。それ

を輸出側の中国側では選別していません。アサリと一緒にこれをどんと干潟に撒いてしま

うのです。アサリは１週間くらいそこで蓄養して長旅を癒して疲れが取れてそこから市場

にもって行きますけれども、そういうことをやってかなりサキグロタマツメタガイが入っ



てきている。現在、熊本もですけれども仙台湾で

これが増えて漁場で大変なトラブルを起してい

ますが、そろそろこちらも来たかなというのが

今現状で出てきています。ただ、これだけではな

いかもしれません。その辺はっきり私がこんな

事を言ったら漁業者さん達が困るかもしれませ

んが、大きな原因となっている可能性はありま

す。 

ただし、輸入アサリを入手することはいけないことかというとそうではありません。現

在アサリは全国で 34,000ｔしか国産が獲れません。市場は多分 10万ｔ位消費しています。

ですからそれを賄うためには輸入せざるをえないのです。でないとアサリは高嶺の花で

我々はとても食べられないような食材になってしまいます。これがまず現実です。ですか

ら現時点において輸入は必要だと思うのです。 

ですからそこでどうするか、そこの辺の事を考えなければいけないのかと思います。理

想は日本の漁場の生産量を戻して輸入しなくても良いようにすればいいのですが、そこま

でいくには時間がかかるでしょうから、それまで我々は輸入せざるをえない。一方ではこ

ういう問題が起きている。そこをどう解決する

か。さらに生物学的要因としてホトトギスガイ

が非常に増えてしまって、サキグロタマツメタ

ガイが入って来てしまっている。これをどうし

たらよいかという事なのです。うちの学生が実

習に行ったときに非常ににこやかな顔をしてい

る、アサリもハマグリもいっぱい獲れましたと

いって見せてくるとこちらも非常に嬉しくなる

のですが、アサリとハマグリは折角戻ってきた

のですからこれを乱獲で潰したら元もこうもありません。ですから資源管理、今熊本県で

は漁協の方がかなりこれを厳しくやられていますけれども、確かに資源管理は必要です。

まずこれがベースにある。ただそれだけでは先ほど申し上げましたように根本的な解決に

はもう一つ２段、３段の手が絶対に必要なのです。そうしないと漁獲量を戻すことは非常

に難しい。その手段の最たるものは砂の供給です。砂をやっぱり現場に入れないといけな

い。だけど砂が無い。なおかつ 1970年代、1980年代にダムを作ったのです。ダム湖に今砂

が堆積しています。ですからもう取るのは止めたのですが、元々流れ込んでくる砂の総量

が減ってしまっています。ですからお金は考えずに本当はダム湖に溜まっているものを流

すとよいのですが、それはコストがかかりますが、とにかく砂の堆積を促進すべきだとい

う事が非常に大きな課題だと思っています。 



最後に沖合いの話をしたいと思います。タ

イラギです。タイラギがこんなに減ってしま

った。これはどういうことなのか。私はもう

一方で有明海の水質調査を 2001年から冬場を

除いてずっと毎月調査をしています。海底の土

を 3.5km毎に取ってきていますが、夏場海底付

近に酸素が無くなるという結果が出ています。

段々ひどくなって 2006年、2007年は特にひど

くてほとんどゼロに近い状態でした。 

これを鉛直プロファイルというのですが、

このライン上から、この赤い所が酸素がなくな

っている所。赤で囲ったこの範囲で酸素が無

くなりつつ、夏に欠乏状態に陥っています。

一番ひどかった 2006 年８月５日の観測結果を、

この時はたまたま我々も観測点を増やして分

布を押えようということで 20点位取っていた

のですが、諫早湾から佐賀県の沖合い、熊本

県の方に少しかかっているのですが、福岡県

もですが、非常に低い酸素濃度、海底付近の

酸素濃度が０点台、１点台です。ところがこ

れがタイラギの漁場と殆んどオーバーラップ

します。ですからこういう貧酸素が起きる状

況でタイラギはまず生存できません。タイラ

ギの繁殖期は長いのですけれども秋口に降り

たもので、８月だと６、７cmに多分成長しま

す。その段階で死んでしまう。６、７cm位の

小さなタイラギの死骸がいっぱい出てくると

漁師さんが言われていますけれども、そうい

うことで説明がつくのではないかと思います。

ですからこれが起きるような海域である以上

タイラギの漁獲量を望む事はまず出来ない。

これはラトガー・ローゼンバーグという方が

ヨーロッパの方でずっと研究をなさっていま

して、こちらで講演をして頂いたこともある

のですけれども、健全な状態というのは色ん

な生き物がいる、非常にレベルが高い、時々貧酸素が起きる。その時に生物がいなくなっ



てまた戻って、生物がいなくなってという

のを繰り返すわけですけれどもそうすると

段々適応できない生き物が淘汰されていき、

ゴカイみたいに小さな貝しかいなくなる。

生物は段々小さな小型個体しかいなくなっ

て、最後は微生物になります。今、有明海

がどうなっているかということです。 

2002年から 2008年までのデータが載っ

ていますけども、このＳ２、Ａ、Ｂ、Ｃの

４地点の密度を全部合計してみました。こ

う上下して、結構減っていっている。なお

かつ生物上ですがもっと激烈です。なぜか

というと大きい生き物は住めない。非常に

小さな生き物達に陶汰されているので、１

ｍ２、あたり１、２kg海底にいた生き物も、

もう数 10ｇ以下です。こうなっています

ので、タイラギは１ｍ２１匹いただけで

100g200gになります。こういう生き物が一

番酸素の低下に弱いのです。ですから、真

っ先に淘汰されますという事です。実は今

もう既にそのような海域になってしまって

いるという事なのです。ですから確かに取

れるはずがない。 

それをよく象徴しているのが、我々が調

査する範囲で大きな生物は、一番多い種類

が、チヨノハナガイ、シズクガイ、ヒメカ

ノコアサリとだんだん移っています。チヨ

ノハナガイは一個体あたり 86.7mmgです。

それが 22mmgになり平均の重さが 3.5mmgになり。という事は段々いかに小さくなっている

かという事がわかります。 



それから、これはステーションＡという

とこなのですがコアサンプルを 2009年３月

18日に取りました。そうすると黒色還元層

という夏に酸素がなくなった時に出来る層

なのですが、驚いたことに、ここで既に５cm

あります。という事は、８月からこの表面

まで半年あまりの間に５cmも泥が溜まって

いる。泥分 95％の泥。ところが、2002年に

取ったとき、この表面は泥分率 60％、50～

60％の砂の海底だったのです。ですから、砂

の海底がどこにあるだろうと、それで堆積層

を出そうと思って 25ｃｍ取ったのですが、

一番下も、実は泥だったということです。と

いう事は、これは年間に約 10cmずつ泥が堆

積していて、３年分か４年分あるかなという

事です。2002年は７年前ですからとてもそ

こまで到達してない。通常でも海底は年間に

2cmぐらいしか堆積しないです。そこがどう

も 10cmぐらい堆積しているというデータが

出ているのです。しかも泥です。その平均

粒径を取ると９μ位ですから、有明粘土で

す。という事は９μの泥が海底に堆積する

ためにはどういう条件が必要かというと、

ほとんど動かない水です。動いたらすぐ泥

は巻き上がってしまいます。相当置いとか

ないとこういう泥は堆積しません。ですの

で相当潮流が遅くなっているという事がわ

かる。土砂の供給は筑後川ですから、こう

いう風に泥がどんどん溜まってきていると

いうことです。 

その堆積は 90年代後半から起きていると

いう風に考えています。ですから、そこで

考えられるのは何かという事です。有明プ

ロジェクトというプロジェクトで九州大学

の小松先生が準備されて、船で 16隻、80人

ぐらいで流向、流速を調査しました。そうす



ると、島原半島のここが一番速いのです。引き潮で出てきているのですが、実はこちら側

をこう通って出てきます。地球は自転でこちらに動いていますので、水はこちら側に寄せ

られてしまいます。そういう力が働いてここが非常に早い。なにかジェットストリームみ

たいなものがあります。これが遅くなっているのです。昔はこの辺は非常に勢いがあり、

多分泥は堆積しなかったのです。ところが最近は閉め切ったせいじゃないかと思うのです

が、ずっと遅くなっているので、ここら辺で潮流が遅くなっているのです。我々はまだ誰

もここで潮流を測ったことがないので、データがないのです。潮流を測るのはすごくお金

がかかり、大変なので我々などの研究ではとてもできません。この辺りで開門調査をこれ

からされることがあれば、是非ここで潮流を測ってください。そうするとその潮流の変化

によって、ここで水が動かなくなれば当然貧酸素も起こります、泥も堆積します。タイラ

ギもいなくなります。調査をすれば、その原因そういうことが全て明らかになると思いま

す。ですので、タイラギ漁の復活のためには、とにかく潮流を早くする以外方法はないの

ではないかと、これがかなり影響しているの可能性が強いのではないかと、でもそれはま

だわかりません。実際に調査をやられたことがないので。そこをはっきりさせる必要が社

会的にあるのではないかと、それはタイラギ漁だけではない話です。そういう事を考えて

まいりたいと思います。 

 また、ホームページで「有明海研究」というキーワードで検索して頂くとすぐ出てきま

すが、そういう事をまとめたホームページを作っています。最近ちょっと難しく作りすぎ

て、よくわからないと言われていますので、この一、二ヶ月ぐらいの夏休みの間にちょっ

と改訂してもっとわかり易いホームページに直したいと思っています。何かありましたら、

ここを見て頂ければと思っています。 

今日はどうも有難うございました。 

＜質疑応答＞ 

【 会場質問者１ 】 

川砂を採るというのは、今はもうやられてないのですか。 

【 熊本県立大学 教授 堤裕昭 】 

 はい、2000年に国土交通省が許可を出さないようになりました。ですから特例的なもの

を除けば行っておりません。ただ、1960年代 70年代 80年代に 30年間でとった筑後川の砂

の量というのは、自然に発生する砂の 100年分位に相当すると言われていますので、もの

すごい量の砂を取っていたものだと思います。 

【 会場質問者２ 】 

先程アサリにマンガンの影響というお話がありましたけれども、稚貝の小さいときに何



か影響があるのじゃないかというお話だったのですが、成貝というか大きくなった貝につ

いての影響がないのかどうか、他の貝類に影響がないのかどうか。 

 

【 熊本県立大学 教授 堤裕昭 】 

 まず、大きな影響を受けているのは、稚貝です。稚貝といいますか、生まれたての小さ

な幼弱個体です。大きい個体は実験ではびくともしていません。この当時、よそから買っ

てきた稚貝、十数ミリの稚貝を漁協から買ってきて現場に撒いたのですけれど、全部生き

残っていまして、そういう事は起きていません。これを見ると要するに他の生き物を見な

いのです。ですから、海洋生物のほとんどはプランクトン幼生になって海中に浮かんでき

て干潟に降りて変体するのですけど、変体直後は大体一ミリ以下なのです。そういう小さ

なものが非常に生理的に弱いです。ちょっとあと何ミリか大きくなるとほとんどそういう

ものは効かないというふうに思います。 

 

【 会場質問者３ 】 

 それと、先程クリンカアッシュといわれました、確か石炭灰かなにかが原料だと思うの

ですけど、これは安全性は大丈夫なのですか。 

 

【 熊本県立大学 教授 堤裕昭 】 

 もちろんそれは確認しています。特に重金属類の顔料は全部調べて、ほとんどないです。

新日鉄の方からご提案があり、他の県で実験をやったことがあるのですが、鉄鋼スラグそ

れはマンガンとかアルミニウムとか一杯入っていましたのでお断りしました、そういう金

属類がまず入っている生地というのはまず使わないほうがいいです。 

 

【 会場質問者４ 】 

 それと、熊本県の政策で、海砂の採取の規制を今やっています。これは採取禁止ではな

く、総量規制を環境と生産、産業と。そういう規制を一応させて頂いているということで

すので、年間 20 万ｔ位、20万ｍ３です。産業、覆砂を含めて利用いただいています。全く

禁止という状態じゃございませんので、ちょっとご紹介させて頂きました。以上でござい

ます。 

 

【 会場質問者５ 】 

 偶然なのですけども、昨日まで千葉とか三重とかのアサリの関係者と話をしていまして、

向こうの方では小さい白い蜘蛛がアサリの中に入っていて、非常に困っているという話が

聞いたのですが。こちらの有明海ではそういうのはないでしょうか。 

 

【 熊本県立大学 教授 堤裕昭 】 



はい、学会でウミグモっていう白い蜘蛛と報告がありました。 

有明海では全くそんな話は聞いてないです。 

【 会場質問者６ 】 

サルボウというのは、以前食材としていた赤貝のことでしょうか。

元は有明辺りの沖でアサリ・ハマグリ・赤貝というので赤貝で採取されていたと思うの

ですけども、それが最近全く聞かないものですから。 

【 熊本県立大学 教授 堤裕昭 】 

 私の記憶があるのはサルボウガイしかないもので。缶詰で売っているのはサルボウガイ

です。赤貝の缶詰は私も食べています。こちらの方としては、漁場としては始めた時には

そういうものはなかった。全然対象としては今考えてこなかった。サルボウガイは結構出

てくるのです。アサリが増えてくれば、ハマグリも増えてくるしサルボウガイも増えてく

るのです。ですからいかにハマグリの住めるような、アサリが住めるような環境を作れる

かというのが勝負だと思っているのです。 

次の講演でサルボウについて話があります。 

【 会場質問者７ 】 

有明海の熊本県の荒尾の手前、横島沖海岸辺りですかね、何といいますか知りませんが、

アオサ、これがもう大発生して。これは何でこんなことになっているのでしょうか。

【 熊本県立大学 教授 堤裕昭 】 

 私も非常に理解しがたいのですが。冬場です。あのアオサが非常に増殖してしまいまし

て菊池川の河口干潟です。少なくとも海藻が茂るということに関しては植物ですから、窒

素とリンがなければ絶対に増えないのです。普段増えた以上にはるかに大きく増殖したと

いうことはそこに窒素とリンがあったというのは当然の事実です。ですからその窒素とリ

ンがどこから入ってきたのか。それがちょっと見当つかないのです。その陸上、川から入

ってきたのであれば、川になにかそういう物が大量に流れ込んできた、例えば新しい浄水

施設が出来て、そこの排水が川に入ってくるとか。そういう何かわかりやすいものがあれ

ばいいんですが、そういうものが一切ないのです。ですから何で海のとこだけであんなに

あのアオサが増えたのかというのは今の所ちょっと説明できておりません。ただこれが一

過性のものでただ一年ぽっと増えてきたぐらいだったら、その内消えてしまって何の影響

もないと思うのですけれど、これが毎年繰り返すようですと、ちょっとまずいかなという

感じです。その切れた海藻が干潟の砂の中に残ってしまいますので、そうすると夏になれ

ばそれが腐れて、真っ黒い泥に砂の日当たりがなくなってしまうので、これが何年も毎年

続くようだとまずいとは思います。ですからこれからどうこれが展開していくかとちょっ



と注目しておかないといけないのではないかと思います。 

【 会場質問者８ 】 

 山口大学のＯＢの中西と申します。有明海でアサリの減少した原因について非常に興味

のあるお話を頂きましたが、食害についてはいかがなのでしょうか。山口県の場合、非常

に食害が顕著です、この頃網掛けをして相当なアサリが採れております。相当ガザミとか、

チヌ、クロダイ、こういうのが山口県では結構多いものですから。

【 熊本県立大学 教授 堤裕昭 】 

 あと食害として考えられるのは先程のサキグロタマツメタガイ。それとナルトビエイで

す。 

 元々干潟の食物連鎖上そういうのはあったもので、そういうものを食べてガザミとか増

えてきているので、それがアサリそのものに個体類というか集団に大きな影響を与えてい

るということはないと思います。それよりもやはり大きいのは捕食性の巻貝です。ツメタ

ガイ、サキグロタマツメタそれからエイです。これがかなりきているというのが現状だと

思います。漁協がエイを最近結構獲っています。ですがどうも私は山で木の実がなくなっ

てきた時に、平地に熊が降りてきて騒動を起すようなことになっているのではないかとい

う気がするのです。沖合の海底で今さっきも紹介しましたように生物がぐっと減っている

訳です。ですから餌がないのです。ですからその餌を求めて結局干潟にはいっぱい生き物

がいますから、エイがそこへ行かざるを得なくなってしまっているという変化がおきてい

るのではないか、エイが干潟に現れやすくなったことに関係しているのではないかと思い

ます。 

【 会場質問者８ 】 

エイも結構瀬戸内海来ています、後輩が現在食害の研究をしていますけれど、24時間体

制でやっていますが、エイの食害というのはほとんどなくて、やっぱりガザミとかチヌと

かそういうようなものが非常に多いということです。 

【 熊本県立大学 教授 堤裕昭 】 

 むしろ、干潟の食物連鎖上食べさせてあげてないといけないのです。そうするとガザミ

なんか食用の資源として存在していたものですから、それ以上にアサリの生産量のほうが

落ちているのではないかと。多少食われて何ぼのものですから。食物連鎖の底の方がうま

く育たないことが問題だと思います。 

以上



有明海奥部におけるサルボウ資源の過去・現在・未来 

 

佐賀県有明水産振興センター副所長 川村嘉応 

 

 私はどちらかといえば海藻類のほうが専門なのですけれど、今まで 30年ぐらい有明海で

仕事をしてきましたし、貝の事を少しはかじっております。今ここにありますようにサル

ボウ資源の過去・現在・未来という事で少しお話をさせて頂きたいと思います。 

それから先程質問があっていましたけれど、有明海にはサルボウガイ、モガイといいま

すけど、クマサルボウという貝とアカガイという貝がいます。佐賀県に限定して言えばア

カガイについては外から移入されたもの、現在はほとんどいません。それからクマサルボ

ウについてもこれは３cm とか４cm 位の大きさにしかならないのですけれども、アカガイは

皆さんご存知のようにこんなに大きくなりますし、クマサルボウもこんなに大きくなりま

す。ですから大きさは全然違います。クマサルボウは以前佐賀県にはクマサルボウ協議会

というのがありましてたくさん取れていました。今は協議会も無くなっておりまして、ク

マサルボウもほとんどいないという状況です。今日はサルボウ資源という事で話をしてい

きたいと思います。 

 今日はサルボウガイの過去、現在、未来ですけ

れども少しサルボウガイの生理的なところの話を

少しさせて頂いて歴史的なところに入って行きた

いと思います。サルボウガイは別名というか昔の

文献なんかを読んでいますとミロクガイそれから

アカガイ、モガイ一般的に最近はモガイという言

葉を良く使うと思いますが、これは例えば藻に稚

貝が付くというところから藻に付く貝という事で

モガイという名が付いています。二枚貝綱、フネガイ目、フネガイ科です。ここに縦の線

が沢山入っているのですが、これを放射肋といいましてサルボウガイの場合は２７～３３

本、アカガイとかクマサルボウガイは、40～46 本、34 本程度です。それからサルボウガイ

は、アサリと違います。アサリは水管を出します。皆さんアサリを買って来られて家で砂

抜きをするんですけど、その時水管が２つ出ています。サルボウガイは、そういうものは

出しませんで、外套腔と直接海水交換をする貝です。成育環境については、海水の濃度で

すが、比重が低い所でも生活するわけですけれども、サルボウガイの場合は、だいたい比

重で１５以上であれば成育します。塩分濃度でいきますと、２％位です。２％を切ると、

非常に成育阻害、生育不良を起こします。それから産卵については、だいたい水温が 23℃

から 25℃、盛期は 27℃。今年の場合は、７月の中旬、27℃に急に上がりましたのでその時

に産卵したと、これについては後で少し話をしていきたいと思います。温度がどんどん高

く、地球温暖化とか色々ありまして、どんどん水温、気温が上がっていますので、そうい

サルボウガイ

Scapharca kagoshimensis
二枚貝綱、フネガイ目、フネガイ科

ミロク貝、赤貝、藻貝
放射肋：３２本内外

外套腔と海水を交換（水管なし）
比重1.014（19.3)以下では生育不良、1.010(14.1)以下では生育阻害

産卵期：水温23～25℃開始、盛期27℃
(Ｈ２１年 ..... 7 月中旬に急激に昇温し、産卵)

浮遊幼生最多出現期：昭和４０年代以降およそ一潮遅れ（水温１度上昇）

産卵刺激温度水準上昇

産卵総数： 500 ～ 1,000 万粒
適地条件：砂分率２０－３０％



った関係から産卵期も少しずつ変わってきています。それから産卵総数は、500 とか 1,000

万匹です。問題の適地条件が他の貝類とちょっと違います。佐賀県の湾奥部というのは、

非常に潟、泥質なわけです。例えば熊本県の砂のイメージではないわけです。膝までぬか

るむとかそういうどちらかと言えば砂分率が低い 20％30％位にサルボウガイは生育してい

ます。サルボウガイはアサリとは生態的にも生理的にも違う生物です。 

これはサルボウガイの生活史を示していますが、

雌雄異体という事で、精子卵子を出しまして受精

します。これが大体６月から７月にかけてという

事です。受精した後、浮遊幼生期間を経て付着し

ます。浮遊幼生期間というのが、大体２週間から

20 日間位。これは浮遊しますので、海水を漂って

いるのです。そして幼生が成熟しますと、ものに

付着する。ものに付くというのが、先程の藻、モ

ガイです。そして、実際は養殖の場合にはまた違う方法をしますけど、浮遊幼生期を経た

のち、付着稚貝として、泥の中で生活します。そして７月位に産卵をしまして、２週間か

ら 20 日で付着してその後、付着した状態で、翌年の２月、３月まで成長します。15mm 位に

なると泥に落ちて、次の世代というか成長していきます。 

これは先程言いました、浮遊幼生と付着稚貝の

今年の発生状況です。我々は、かなり以前からモ

ガイの研究をやっております。30 年間の蓄積の中

での平均という事で、縦の線が出ていますが、こ

れは７月中旬の線です。今年の場合は、赤の線で

すけれども、浮遊幼生は、今年の７月の中旬に急

に25℃位から27℃に水温が上がりまして、そこで

一斉に出ました。例年ですと、徐々に平年は少し

なだらかに出ているのですけれども、今年の場合

は、急に出たという訳です。そして、浮遊幼生期

を終わりますと付着稚貝期がくるわけですけれど

も、７月下旬には増えていく。これは私どものセ

ンターの方で、月に３回位、基質を実験的に海水

に吊るしまして、それに付着する数を計数してい

る調査の結果です。このように７月中旬位が多く

なります。 

ここからが過去の話に入っていくわけですけれども、まずサルボウ養殖の経緯です。大

正６年に報告書が出ていまして、これ以前の報告書は探しきれなかったのですが、ここに

非常に面白い文書があります。カキ、アゲマキ、アサリ、ジメキの養殖を主とし、ジメキ

サルボウガイの生活史
Scapharca kagoshimensis

２週間

満２年35～40mm,３歳 59mm

翌年２～３月

サルボウガイの浮遊幼生・付着稚貝の発生状況
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サルボウ養殖の経緯（１）

・ 明治30年代から養殖業開始？

・ 明治43年の「佐賀県統計書」：ミロク貝漁獲高 2,400(=960万）円

・ 「カキ、アゲマキ、アサリ、ジメキの養殖を主とし、この他稚貝発生

数多く、藻貝、 ハイガイ等の養殖をし、鹹水貝類養殖として毎年相

当の産額を上げ つつ・・・・・・」 （大正６年度報告書）

・ 大正５年： 重要貝類改良試験 （試験には中海産、泥が好適）

・ 昭和に入って本格養殖開始（Ｓ19報告書による）ーしかし、昭和 １

年から26年までの生産量は極めて少なかった（吉本氏100 t台推測）

・ 昭和24年から人工採苗試験開始

・ 昭和28年以降、天然採苗技術の確立（延縄式、建込式）

Ｓ４２ 最大生産量（約１．６万トン）



というのはフジツボです。昔はフジツボがいわゆる陸上の栄養、肥料になったものですか

ら、ジメキ養殖となっていました。この点に関してはこんなに分厚い報告書が残っていま

す。かなり研究をしているのではないかと思います。 

 この他、稚貝発生数多くモガイ、ハイガイ、これもモガイに近い貝ですけれども、ハイ

ガイ等を養殖し、貝類養殖として毎年相当の生産額をあげつつある。という文章が出てき

ています。明治 43 年の統計書には、ミロク貝という言葉で 2,400 円、これを今のお金に換

算すると 960 万円位の金額という報告があります。実は佐賀県の試験場は、明治 40 年にア

ゲマキ養殖試験場として発足しておりまして、おそらく、この辺から貝の研究をかなりや

っていたんだと思いますが、この辺から改良試験を始めた。その時使った貝というのは、

中海産、島根県の中海。この年代ですでに生物多様性を崩しておりますけども。このあた

りの年代に他県から移入されて、佐賀県で泥が好適であるという事を見つけているようで

す。この辺からずっと養殖試験をやって生産が少しはあっていたと思いますが、吉本が調

べたところでは、おそらく昭和元年から 26 年位までは、100ｔ台ではなかったかとされて

います。そして昭和 28年頃に天然採苗技術が確立しまして、ふくろ延縄式や建込式が確立

された時点で、急激に生産が上がってきます。 

これが佐賀県での有明海のサルボウ漁獲量、

昭和 27 年以降のデータになります。以前は 100

ｔもない状況ですが、急激に増えていって

16,000t 近くまで上がってきています。その後

減って、そして又増えて昭和 60 年位にピークが

きている。そして現在は、3,000ｔ或いは 4,000

ｔ位というところです。 

これは先程言いました、サルボウの採苗の様子なのですが、この頃は藁を使って養殖を

こうやって延縄式なのですが、ここにありますシュロ縄のものがあったり、それから縄で

作ったりという方法でやっていたようです。そうしますと先程言いました３月位にはカキ

殻を吊ってそこが養殖場になる。これは７、８月の生産に、これは一番貝で小さいのです

けれども、１年貝、２年貝で生産につなげていたのだと思います。 

佐賀県有明海におけるサルボウ漁獲量の推移
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そして昭和 52 年から 56 年、先程お見せしま

したように、16,000ｔ獲れていたのが 2,000ｔ

台になって、その頃試験場も５，６年研究をし

ました。山口県、岡山県と共同でやったのですけ

れども、結局原因はわからなくて、大量斃死原

因の結論めいた話として、産卵母貝集団の小型

化が主因となって高水温などの外的要因も悪化、

それから産卵後の活力低下、これは水温が上が

っていったという条件がありましたので、こう

いう事で、活力低下にもつながった。大量斃死の

原因が、そういう水温の状況とか、遺伝的な話で、

指摘されていますが、当時はそういう研究もあま

り良くできていませんでしたので、最終的な結

論はわからなかったと考えられます。 

 これは佐賀地方気象台の８月の気温変動なの

ですけれど、昔に比べると、気温が上がってい

ます。有明海奥部は気温と水温がほぼ連動しま

すので、これをみていただくと分かるように、

気温がもしかしたらかなり影響していたのでは

ないかなと、この辺はもっと研究しないといけ

ないところです。 

それから過去を過ぎまして現在ですけれど、

現在は先程の採苗ではなくて、こういう竹にこ

ういったシュロ縄といいますけれどもこういう

物を付けまして或いは、枝だけを漁場に植えま

して、採苗をする方法をとっています。 

今言いましたように３月位になりますと、こ

ういうふうに 10mm 位になりますので、こういう

風にシュロがついていて、そこで採苗するという

方法です。 

現在のサルボウ資源の管理は、先程言いまし

たように、６、７月に採苗してそれが翌年の漁

獲対象 30mm サイズ、もっと大きく 35mm36mm には

翌年翌々年です。それまで養殖を続けていきます。 

サルボウ養殖の経緯（２）

・ 昭和52～56、59年 ： 約2,000 ｔ 以下

・ 大量斃死 ： 種苗の質的要因（産卵母貝集団の

小型化等）が主因となり、高水温 などの外的な

環境条件の悪化と産卵後の活力低下といった内

的な 条件が重 なったため

・ その後、平成１０年頃まで安定

8月気温

佐賀地方気象台（８月）の気温変動

y = 0.0105x + 26.621

R2 = 0.181
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サルボウの採苗器

パーム 竹枝

サルボウ採苗器付着状況



採り方も先程言いましたように、ここでそうい

う採苗器につけたものを落して、それをそこの漁

場でそのまま採る場合と、異なる免許場がありま

すのでそこに移して採る場合という風にわけて養

殖をします。写真のように漁法としてはトゲが出

て、隙間も開いていますので、これを船でかき回

していくという方法です。泥の中でかき回して、

とってそれをこうやってあげる。これを繰り返し

ます。ですから１日１ｔとか２ｔ、船にいっぱい

になるような形で今でも漁獲されているわけです。

ただ先程アサリではキロ 400 円と言われましたけ

れど、モガイの場合は40円です。このギャップが

きついところで、もう少し高ければ、それなりの

お金になると思いますが、中々ここが難しいとこ

ろです。 

先程言いました貝の選別の手順によって大きさ

を振り分けていく事で民間の業者に渡ります。 

先程言われていたアカガイというのは、皆さん

は多分これを見てアカガイと思われていると思い

ますが、この裏にはきちんとサルボウガイ、モガ

イです。安いですので、１個 88 円です。これが

200 円ぐらいです。140g 位入りなのですが、色々

な物がありますので是非食べて下さい。食べてみ

て頂かないと中々分からないという事です。 

そして銘柄を、大きいもの中小と分けて頂いて、

それを消費者が取引するわけですけれども、大は

高いものですから、これ２才貝の高齢貝ですが、

これが商品価値が一番高い。逆に小さい貝 30mm前

後 30mm から 32mm 位の小さいものについては、対

象としては厳しいところがあります。小さいサル

ボウは漁場の回りに振って漁業者自ら密度が高い

ところから薄いところに移していく方法で、資源をある

程度管理しています。漁業調整規則でも 30mm 以上が漁

獲対象となっています。 

サルボウ資源の管理について

４月 ６月 ９月 10月 ３月 ４月 ６月 ９月 10月 ３月 ４月 ６月

10～15mm 20mm 35～36mm
30mm

成長

《当歳貝として成長》

７月 ８月 ７月 ８月

《成長のよい個体は１年
貝として産卵》

パーム バサラ

《１年貝として成長》《産卵期》
浮遊・着定期

採苗器の設置

漁獲後 種子の移
植（漁場
の拡大）

漁獲

め竹

サルボウ養殖のサイクル

長柄ジョレンによる採貝作業

60cm

貝の選別

選別器（目合い）

４分目 SL約20mm

５分目 SL約28mm

ゴミ

（死殻多い）

５分目上がり

（缶詰の材料）

４分目上がり

（種苗として販売）

４分目おち

ゴミが多い

４分目おちが多い

ゴミ

５分目上がり

４分目上がり

４分目おち

サルボウの漁獲

○ 取引に用いられている銘柄（缶詰材料）

大 ：剥き身が、4.3g以上 (100g中に23粒以内）36mm以上：１歳

貝の成長良し、２歳以上の高齢貝

中 ：2.8 ～4.2g (同 24～35粒）33～35mm １歳貝の主流となる貝

小 ：3.2g以下（同 35粒以上） 30～32mm １歳貝の成長悪し

○ 漁業調整規則；殻長制限 ３０ｍｍ以上

○ ３０ｍｍ以下は特別採捕の許可を得て種苗



これが養殖業者。佐賀市です。これが六角川、

これが筑後川です。これが塩田川、鹿島です。本

当に有明海の湾奥部。こちらの東部は、砂質です

のでアサリ養殖場となっています。しかしアサリ

は最近全然宜しくないです。モガイがこういうふ

うな漁場の中で、免許されています。黄緑の所が

ヒビ建てですので種をとる所。それから緑の所が

種を見分けて養殖する所となっています。勿論、

黄色の所でも取れますけれど、だいたいこういう

現状の元で養殖されているようです。 

現在はこういう風な所で丸をつけていますが、

この線を書いているのが、丁度地盤高ゼロといい

まして、大潮干潮日に干出する線です。ここら辺

までが、この岸から１km あるかないか位の所が今

メイン漁場です。沖の方は、先程堤先生からお話

があっていますように大規模な貧酸素になったり

高水温になったりという事で、非常に生産能力が

落ちています。ここら辺に集中しているという所

です。現在だいたい多い時で、6,000ｔ、普段は

3,000ｔ、そういったところできております。但

し今年は冷夏だったものですから貧酸素も出てい

ませんし、シャットネラも熊本県は大変な被害を

受けたわけですけれども、我々のところは、珪藻

類でしたので、餌になりますので、逆にサルボウ

にとっては良かったと。斃死もほとんどなかった

という事で、来年は 5,000ｔ位を期待していると

ころです。 

将来の話にいきます。サルボウの漁業というの

は、漁業の生活を守る。それからひとつは先程か

ら話が出ています、いわゆる貝類の窒素リンの取

り分け、それから濾水、いわゆる珪藻を食べると

か汚水を、汚れ懸濁物を取るとかという意味から

有明海再生への話につながっている訳です。ですからサルボウを増やすというのは、非常

に大事な話だと思います。 

現在の窒素リンの流入をみると、河川からが主になっており、その河川からの流入量の

半分が筑後川といわれています。窒素がおよそ 8,000ｔ、リンが 500ｔ位です。 

• サルボウの漁獲→ 漁業者の生活

• 有明海の再生 → 窒素、リンの取上

濾水

～将来～

河川から流れ込む窒素・リン量（試算）

● 筑後川（１／２）＋その他の河川から（年間）

窒素量 リン量

7,820 ton 548 ton

＊： 算出根拠

・ 筑後川からの流水量
117 ｍ３／秒（昭和４４から平成１２年度までの平均値)

・ 筑後川からの１日あたり流入推定量
117 ｍ３／秒ｘ60秒ｘ60分ｘ 24時間＝10,108,800m3/日

・ 筑後川からの流水に含まれる窒素・リン量（各月ごとの平均ごとに計算）
1 g/L(N) 0.07g/ton （P)

・ 筑後川から流入する窒素・リン量（年間）
１g/tonｘ10,713,600m3/日ｘ３６５日＝3,910 ton (N)
0.07g/tonｘ10,713,600m3/日ｘ３６５日＝ 274 ton（P)

・ 有明海湾奥部への河川から流入する窒素・リン量（年間）
２倍 3,910 ton x 2 倍＝ 7,820 ton (N) 548 ton （P)

０ ５

ｋｍ

沖
神瀬 サルボウ第１種

サルボウ第３種

（ひび建て漁場）

２１０鋼管

３５５鋼管

５０９鋼管

浜タワー

六角タワー

中東部

中西部

西部

鹿島

南部

へい死状況モニタリング

浮遊幼生・稚貝調査

サルボウ免許漁場図

３年輪作 15.7％

２年輪作 75.5％

輪作なし 8.8％
平成13年度調べ

第１種（ひび建て）漁場の
採苗に関する行使状況

養殖業者

390人（平成13年度調べ）

免許面積

第１種（ひび建て） 30,846,500㎡

第３種（養殖） 48,797,000㎡

生息状況調査範囲図

サルボウ生息状況調査

長柄ジョレンによる採取

毎年２－３月実施

５地区で計２０点程度

０ ５

ｋｍ

沖神
瀬 サルボウ第１種

サルボウ第３種

（ひび建て漁場）

２１０鋼管

３５５鋼管

５０９鋼管

浜タワー

六角タワー

中東部

中西部

西部

鹿島

南部

へい死状況モニタリング

浮遊幼生・稚貝調査

Ⅰ 東部

Ⅱ 中部

Ⅲ 中西部

Ⅳ 西部

Ⅴ 南部



ちょっと間を飛ばしまして、佐賀県はノリ養殖

で施肥とか酸処理とかやっていますが、そういう

のを数値として入れています。貝類で取り上げる

量は仮に 10,000ｔ獲ったとしても非常に少ない。

サルボウにすると 50ｔ位、リンで３ｔ位の取り上

げなのです。こういう状況の中で、これが例えば

60,000ｔという話になると、次の様になります。 

これは昭和 54 年度、1979 年度、４県の貝類漁

獲量からの試算ですけれども、大体、サルボウが

7,000ｔ、タイラギが 29,000ｔ、アサリが 60,000

ｔと先程も話がありましたが、その他の貝類も試

算して足し算しますと、窒素で 800ｔ位、リンで

50ｔ位、非常に沢山の窒素とか、リンを取り上げ

る可能性があるわけです。ですから貝で増やさな

いといけないというのが貝を増やそうという事の

目標になっていると思います。では先程一番初め

に大和田先生からありました、1980 年代のサルボ

ウにはこれだけの削減可能量があったという事で

すので、やはりこれを目指すというのが我々の仕

事になっています。そういう事からすると、54 年

当時の窒素、リンの収支から流入量、それからノ

リ養殖も今は年間40億枚位、４県で獲っています

が、20 億枚位よりちょっと少ない位、そういう風

なノリ養殖のつりあいもあったわけです。でもそ

の当時はおそらく、こうやって見ますと、ノリよ

りも貝の方が多かった。ものすごい量の窒素リン

の取り上げが行われて全体として調和が取れてい

たのではないかという風に、これが理想とされる

かどうかは別として、こういう風な調和が取れて

いたという事は、間違いないのではないかと思い

ます。 

それから濾水の話もありましたが、濾水につき

ましては、サルボウ、アサリ、カキという話がありまして、サルボウは、せいぜい現在の

生息量で 10,000ｔ、アサリは、佐賀県の話ですので、10,000ｔ。カキ、36万ｔ、タイラギ

は 100ｔですので、ほとんど、湾奥部の海水量が 32 億ｔとすれば非常にサルボウなどは小

さいわけです。これを増やすと例えば、特にカキですけれど、カキは今、先程話があって

現在の窒素・リン量の収支

窒素量（ｔ) リン量（ｔ）

・ 河川からの流入量（年間） 7,820 548
・ 酸処理剤による添加量 (佐賀、H19） 36
・ 施肥による添加量 (佐賀） 145
・ ノリ養殖による取上げ量 (佐賀、H19） 440 41
・ 貝類による取上げ量

サルボウ 50 3
タイラギ 88 5
アサリ 58 6

(それぞれ10,000 t) カ キ 60 6

(1,000 t) アゲマキ 8.9 0.68

昭和５４年当時の窒素・リン量の収支

有明海全体 窒素量（ｔ) リン量（ｔ）

・ 河川からの流入量（年間） 7,820 548
・ ノリ養殖による取上げ量 400 40
・ 貝類による取上げ量 819 50

有明海の物質収支として調和がとれていた（理想像）

貝類の濾水量（試算）

殻付き体重あたり
山元

生カキ 1g当たり
楠木

36-38
大島・榎本

28
中村

殻長(mm)
文献

0.056.530.640.3
有明海全域海水量（1700ｋｍ２ x 20ｍ＝340億トン）

に占める１日濾水量の割合(%)

0.5669.386.753.19
有明海湾奥部海水量（４６０ｋｍ２ x ７ｍ＝３２億トン）

に占める１日濾水量の割合(%)

0.1822.22.161.02過去最大生産量から試算した１日濾水量（億トン）

3万60万9万1.7 万過去最大生産量：但し、カキは生息量（トン）

0.0018841.810.751.88
有明海湾奥部海水量（４００ｋｍ２ x ８ｍ＝３２億ト

ン）に占める１日濾水量の割合(%)

0.000613.380.240.6現在の生息量から試算した１日濾水量（億トン）

100
36．24
（佐賀県）

1万
（福岡県含）

1 万現在の天然の生息量(予想値）（トン）

25.56
（L/h./kg）

1.020.6-1.51.5
１個体当たりの濾過速度

（Ｌ／ｈ／ind.)

タイラギカキアサリサルボウ

カキ礁６００ha(昭和時代の最大でも６０％）

窒素・リン量の削減可能量
（昭和５４年度４県貝類漁獲量から試算）

サルボウ ： ７，０００ ３５ ２
タイラギ ： ２９，０００ ２５５ １４

アサり ： ６２，０００ ３５９ ３１
その他の貝類： ３４，０００ １７０ ３

窒素量 （t) リン量（t)

８１９ ５０合 計

漁獲量（ｔ）



いました、昔はカキ礁が 1,000ha ありまして、おそらくこの倍、70ｔです。過去最大 60 万

ｔこれ位のカキの生息量があったという試算をすると、これだけで有明海湾奥部の海水量

が一日の 60％から 70％位濾水していたのではないかというふうな試算もあります。ですか

ら貝をいかに増やすかというのが、我々の至上命令です。 

今年から国の委託という事で、サルボウ適正

生息環境調査というのが始まりました。サルボウ

が非常に危ない状況にあるわけです。いわゆる

貧酸素が起きたり、水温が上がったり、それか

ら赤潮も出ていますので、そういう中でどうい

うところで、サルボウ養殖を続ければいいか、

つまり厳しい環境下でも生き残る条件を探しま

しょうというような研究をやっております。生

き残る条件というよりも、漁場条件なんです。

そういう事を研究しまして、適正漁場の有効活

用による生産の安定を図りたいというのが今

我々が考えているところです。 

 今日の話にもありましたが、底質が悪化して

いるわけです。またナルトビエイの食害という

のは大きい問題だと思います。我々は水産センタ

ーにおりますので、やっぱり有明海は漁業者が

守るしかない。漁業者しか残らないんじゃない

かという危惧があるわけです。なかなか有明海

は東京湾とか市民に親しまれる海ではないよう

なところがありまして、そうするとやはり漁業

者が一番最後まで戦ってくれるのではないかと

いう事で、そのためにはやはり漁業者の生活を

守るという事、貝類資源を回復させるという事、

そういう事をしていかないと、当センターも行

政もやり切れない。それがつまり先程の濾水と

かの話になりますと、ノリ養殖にも効果的である。そういう事をやっていきたいというの

が、今我々が考えている事です。そういう事を今からどうやっていくかというのがこの有

明海再生機構とか大学そういうところで、研究をして、環境保全型の漁業にしていかない

と中々難しいのではないかという風に思っております。 

 それからサルボウの資源という事に関しましては、今日話してきましたように、サルボ

ウ養殖は、ノリ養殖と違いまして、佐賀県の場合は、ノリ養殖が終わってから漁場で働く

わけです。その辺がカキ養殖とちょっと違うところです。カキはノリと漁期が一致したも
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のですから、カキ養殖業というのはなくなってしまったという経緯があるのですが、サル

ボウはノリが終わってその後に５、６、７月にかけて、漁獲をしますので、その辺の資源

管理をきちんとやりましょう、小さい貝はいっぱいいるけど、大きい貝は少ない、では小

さい貝をどうやって育てるかといった事を、資源管理として今後やっていく。そして、一

方で水産センターとか研究者の側では食害対策なり、病気や被害の予防。特にここ赤潮、

貧酸素対策をどうするかという問題がやっぱり一番の問題だと思います。この辺をきっち

りやりまして、きっちりやっていかないと中々、これがこう戻ってここには帰ってこない

わけです。ですから、そういう事を貝を通して実践していきたいというふうに思っていま

す。 

以上 



八代海からアメリカへ渡ったカキ「クマモト・オイスター」の過去・現在・未来 

熊本県水産研究センター養殖研究部長 中野 平二 

熊本県水産研究センターの中野と申します。宜しくお願い致します。スライドの説明に

入ります前に、当センターで生産したクマモト・オイスターをご紹介致します。今日せっ

かくの機会なので実物を持って参りました。大きめの方が重量 70gから 80g位で、平成 18

年から今まで育ててきたものです。小さい方が去年作った分で一番成長が早いもので、重

さが 30gから 40g です。 

せっかく持ってきたので、皆さんお回ししますのでちょっと手につかんで頂ければと思

います。ここでお願いですけれども、カキにはノロウイルスとか腸炎ビブリオとかいうの

があるとか御存知だと思いますが、これは試験用ですので、ノロウイルスの検査も腸炎ビ

ブリオの検査も一切しておりません。見るだけということで、くれぐれも持って帰らない

で下さい。では本論に入ります。 

これはちょっと古い新聞なんですけれども、2003年の 10月 20日の朝日新聞です。朝日

新聞にアメリカを席巻する熊本カキという記事が出ています。その記事によりますと品質

が良いため普通のカキの 1.5倍の価格でアメリカでは取引されているということ、60年前

に八代海から海を渡ってアメリカで有名になったということが紹介されています。 

また、最近、東京にはオイスターバーというのがあるのですが、このオイスターバーに

行きましたら１個 510 円で売っていました。このように、非常に高値で売られていて、な

んか故郷の錦を飾ったという事でかっこいいなぁというような感じが致します。 

クマモト・オイスターは、八代海などの河口域や干潟帯に分布します。以前は、マガキ

の地方種とされていましたけれども、現在

は別種として分類されることが多いと聞い

ています。また生理的な条件としてマガキ

よりも低塩分を好むといった性質がありま

す。形態的な特徴としては、大きさが５㎝

程度とされていて小型といわれています。こ

れはアメリカから輸入されたクマモト・オ

イスターのサンプルですけれども、裏面を

見て頂くとこういうふうにヒダがいっぱい

入っていてこれも特徴だと言われています。 

今日のお話はクマモト・オイスターの過去、現在、未来と言う事で、昭和 20年代にどの

ようにしてクマモト・オイスターが生産されアメリカに輸出されていたのか、というお話

をまず致します。そして当研究センターがどのような取り組みを復活に向けて今やってい



るかということをご報告して、最後に今後、どのように展開していきたいのだと言った様

な話をできればと思っております。 

まずクマモト・オイスターの過去という事で、昭和 20年代当時、種カキ輸出を指導され

た県の OBの方で太田扶桑男さんと山本文市さんという方がいらっしゃいます。太田扶桑男

さんからは資料を頂いて、山本文市さんからは当時の状況の聞き取りさせていただきまし

た。また熊本県水産試験場の事業報告書からも調査を行いました。 

まず、種カキをなぜ輸出した経緯ですが、アメリカというのは世界有数のカキ消費地域

です。ですから戦前から種カキを輸入していたとう記録があります。戦時中は当然中止に

なったのですけれど、終戦後すぐに輸出する様にというような指示が、当時宮城県と広島

県にあったのですが、広島県はお断りされて、宮城県とあと足りなくなったので熊本の方

に輸出の指示があったというふうに記録が残っています。 

このような経緯で昭和 21年、1946年ですから、かれこれ 60年ぐらい前から当時の八代

郡鏡町を基地にして種カキ養殖の指導が始まりました。ただ、輸出期間は短く 1947年から

1958年までの期間、輸出事業は行われました。 

種カキ輸出は、春採苗、秋採苗というのがあって、春と秋に種カキを採種する施設を設

置して、冬場に種カキを収穫、選別、箱詰めをして当時の国鉄で兵庫県や宮城県に輸送し

て、アメリカに種カキを輸出していました。ですから製品を作っていたわけではなくて、

種を作っていたという事です。 

次に、どこでやっていたかをご報告致します。八代海湾奥部の北部海域 12カ所で生産さ

れていました。その時の生産者の戸数は合計で 205と記録されていますので、結構大規模

に種カキ生産が行われていたことがわかります。 

では、どのように種カキを作っていたかをご説明致します。カキガラの間を竹管でつな

いで、簾みたいなものを作ります。この簾みたいなものを適正な時期に海の中に置いてお

くと、表面に稚カキが付きます。この稚カキを種カキとして輸出していました。 

当時の種カキの出荷量を示しま

した。最初は 30 箱だったものが

350箱、そして 27年には 996箱に

なってドンと落ちて、また最盛期

には 1,160箱になってまたドンと

落ちています。生産量の推移を見

ますと年によって上り下がりが非

常に大きいという事が言えますの

で、アメリカのカキ養殖生産者か

ら見ると、来年くるかこないかは、

わからないという事で結構値段的には厳しかったのかなという事が推察されますし、日本

の種ガキ生産者の方から言わせると採れるか採れないかわからない博打みたいな面もあっ
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たのかな、という事が伺われます。 

また、当時の報告書からあまり儲かってなかったという事が分かりました。当時の利益

の試算を示します。一箱あたりの利益が当時のお金で 204円です。現在の価値に換算しま

すと、一箱当たりの利益は 1,570 円になります。１シーズンあたりの平均出荷報告数が当

時 28個でしたので 1,570円×28個で、現在の貨幣価値で４万３千円の利益という事になり、

春から冬まで働いて４万３千円という事だったら、あまり報われない仕事であったことが

推察されます。 

さらに、当時の報告書に出ている生産量の価格以外の問題点としまして、宮城県の生産

者の方が３グループに別れていて，生産者同士でダンピングが行われていたようで、それ

に引っ張られて全体の値段が下がっていたという様な記録が残っています。 

また、アメリカでは最終的に高級品のオリンピアオイスターの代用品として活路を見出

したのですけれども、高級品ですから生産量が多くなってはいけないという事であまり生

産を沢山しなかったのではないかと太田さんは推察されています。 

これらの理由から八代海北部海域の種カキ生産は約 10年間で終わったのですけれども、

ただクマモト・オイスターの話というのは、やはり無名な人がアメリカに行って努力をし

て、評価されて日本に帰ってきたみたいなイメージがあって非常に、ロマンがあるなと思

います。 

次の話に移ります。 

クマモト・オイスターの現状という事で、熊本県水産研究センターの取り組みを話しま

す。 

最初にこの研究を始めた経緯をお話しします。 

私が県庁に入ってもう 20年ぐらいなのですけれど、その頃から、毎年冬場になるとマス

コミの方からですが「熊本カキというのは何ですか」という電話の問い合わせがあって、

先輩に聞くと「それは昔輸出されていたものだ」みたいな話になるのですが、じゃあ「熊

本に今あるのですか」と言われたら「無いです」ではおしまいと言う話で、すごくなんか

もったいないなという事もありまして、そんな原産地にも養殖がないのだったら幻みたい

なものだから、幻のクマモト・オイスターを復活して県の水産業を元気にできないかなと

考えてこの研究を始めました。 

クマモト・オイスターに取りかかる時のメリットとして考えましたのが、やはり一番大

きいのが、今アメリカでブランドとして確立しているので、うまく行けば高価格で売れら

れるのではないかとか、今輸出できる水産物というのはあまりないのですが、対輸出品と

か対中国輸出品にならないかなという事がありました。さらにプランクトンを食べますの

で餌を与えなくてよくて、給餌魚類養殖よりは凄くコスト的にメリットがあるということ、

さらに NPの話がさっきありましたが、海水の浄化に繋がるという事で、４つものメリット

があって非常に有効ではないかなという事で、取りかかったわけです。 



クマモト・オイスターの生産には養殖という手法をとっています。理由として、今クマ

モト・オイスターはアメリカでブランドとして確立しているので、作るとしたら由来がき

ちんとした物を１個１個大切に作る事の方が重要ではないかと言う事がありました。 

ですから、天然採苗で生産すると、クマモト・オイスターとマガキというのは一緒にい

る場合もありますので、混入は避けられません。そこで、親をちゃんと遺伝子的にシカメ、

クマモト・オイスターであるという事がわかった物を使って、人工的に種苗生産をして他

の混入がないような形で養殖するという方法が有効ではないかなという事で養殖に通り組

んでいます。 

つづいて八代海のクマモト・オイスターの分布についてお話しします。この赤丸が付い

てる所がサンプリングした場所で、クマモト・オイスターの存在が確認された地点です。

宇城市の不知火町の松合から、八代市の金剛ぐらいまでの間で確認されました。天草側と

か水俣の方まで調査に行ったのですけれども、この辺はほとんどおりません。北の方に行

けば行く程クマモト・オイスターの混入割合は高くなる様です。どうやってクマモト・オ

イスターとそうではないカキを分けたかという事なのですけれど、最近、遺伝子を使った

判別法が出来ていまして、ＰＣＲ法というのですけれど、それを使ってこれらの判別をか

けています。 

次に種苗生産のお話をいたします。 

カキの生活史では卵と精子が受精します。そして、クマモト・オイスターの場合１２時

間ぐらい経つと D型幼生になります。それから３週間ぐらい経つと後期アンボ幼生になり

ます。後期アンボ幼生になったら付着して貝の形になります。このサイクルに従って人工

種苗の生産を行います。 

次に種苗生産と養殖試験について 18年から 21年の流れを示しました。18年に初めて稚

貝が 1,400個できました。19年４万２千個、平成 20年は７万５千個できました。平成 21

年は 16万個以上の稚貝を今作っております。さらに 21年度のトピックとしましては、い

わゆる養殖の世界でいう完全養殖に成功致しました。18年度産の貝を親にして、稚貝の生

産ができましたので、一応ワンサイクルできました。 

養殖技術については、18年にできた稚貝を使って八代海で 19年から養殖試験を開始して

います。 

カキの養殖をどういう風にやっているかという事なのですが、こういうふうに支柱を立

てて、ワイヤーを張ってそこにこういう篭を入れています。これで１個１個バラバラにな

っているのが波で揺れて引っ付かなくなるという仕組みでやっています。 

次に養殖試験の生残率の状況なのですけれど、これが 19年に生産した分で、１年４ヶ月

程度飼育して、76％程の歩留まりで安定していますが、場所によっては、吊るして６ヶ月

とか７ヶ月経つとほとんどいなくなってしまうという状況がありまして、ただその場所に

は天然のクマモト・オイスターがおりますので、環境が悪いという話ではなく、私たちの

飼育テクニックがまだ足りないのかなと思っています。このどんと落ちるところを、条件



をもうちょっと明らかにすればもっと生残率を向上できるので、今試験を続けている所で

す。 

これはうまくいった所の成長例なのですけれど、最初殻高 20ミリで出していたクマモ

ト・オイスターがその年の 12月には 60ミリに達します。大体１年と２ヶ月位経つと殻高

７センチ厚み２センチといった結構立派なカキが出きてきます。 

４月と６月、今年のサンプリング状況です。開けると、殻が深くてきちんと入っている

のがわかりますし、６月にはこういう風に生殖巣なのですが、生殖層が非常に発達してい

るという事が確認できました。この時のむき身重量は平均で大体５グラムです。 

最後は未来と言う事で、今後クマモト・オイスターの養殖事業化をすすめるかについて

お話しします。今考えているのは、まず種苗生産、稚カキの生産を安定化させたいという

ことが第一にあります。熊本県下で養殖、その後復活した幻のカキとして、国内国外の消

費地にお届けできないかと考えています。その時のキャッチコピーが『幻のクマモト・オ

イスターが故郷で復活します』としようと考えています。これで私の話を終わらせて頂き

ます。 

 

＜質疑応答＞ 

 

【 会場参加者  】 

 鹿児島大学の門脇です。私は御所浦町でマガキのシングルシードを養殖させて試験して

数年になりますけれど、オイスターバーに行って食べたのですけれど、本当に熊本のカキ

は他と食べ比べてみましたけれど、コクがあってすごく美味しいのです。他と違う素晴ら

しいものもあるということです。それからもう１つは、さっきの最後に夏にあって食べら

れるといったら、宮城や広島と冬に出すカキと、全く季節が反対の地区で夏にできるカキ

というのも１つの大きなメリットになると聞かれていますし、僕は養殖場の浄化をお伝え

して取り組んでいますが、熊本にはシカメ、クマモト・オイスターもありますし、それか

らさらには芦北のスミノエガキのようになった歴史がありますね。そういった今まで忘れ

られているけれども、スターをまた歴史的に輩出している地域という歴史を大事にして、

この特徴を PR する、そうしたらすごく漁業産業にもいいのではないかと思うし、誇りを持

って養殖できるのではないかと思います。今日はありがとうございました。 

 

【 熊本県水産試験研究センター 養殖研究部長 中野 平二 】 

味の面の話なのですけれど、私たちが育てているのはちょっと食べるわけにはいかなか

ったので、アメリカで生産されているクマモト・オイスターを取り扱っている業者さんが

広島にいらっしゃったので、購入してセンターで試食会をしたのですが、それはあまりお

いしくなかったのです。消費地に出荷する為に浄化をかなり徹底的にかけているのですね。

開けてみるとかなり痩せている状態だったので、長期間の滅菌の海水にかかっていたから



美味しくなかったのではないかなと思います。あとセンターの職員の舌があまり肥えてな

かったのかなとちょっと思ったのですけれど。 

夏は食べた事はないです。ただ、岩カキという夏カキがあります。カキの専門家の方に

聞くと、岩カキは産卵層、あれも夏産卵するのですけれど、生殖巣は非常に味があって美

味しい。食べられるので夏カキとして滅菌と加熱で食べられるのではないかという話です。

このクマモトが生殖巣を食べてある程度旨味があるのであれば、夏カキとしていけるので

はないかなと話があって、それは今後決めて行きたいと思います。 

【  会場質問者  】 

太田さんの話の中で、あの古い写真は本当に貴重ですね。ここから神戸港あるいは宮城

に運ぶ途中、写真ではなんか箱に詰めたままで水にも漬けずに、干出した状態で運ばれて

いたのですか。 

【 熊本県水産試験研究センター 養殖研究部長 中野 平二 】 

そう思われます。出荷までは海の中に漬けていて、それを揚げる作業があったのが記録

に残っていますので、そういう風に思っています。 

それで向こうの港からアメリカまでも、やっぱりこの干出で運んでいたみたいですが、

詳しいことは分かりません。 

以上



総合討論 

 

【 熊本県立大学 教授 大和田 紘一 】 

今日は有明海の貝類の過去、現在、未来という講演を３名の講師を迎えて行いました。

私は八代海の研究をやっている者ですから、熊本県水産研究センターの中野養殖部長のお

話では有明海だけじゃなくて、八代海の話しも出てきて、非常に良かったと思っています。 

 それで、まずはこの３人の先生方に、まだ聞き足りないことなど、質問がありましたら

なんでも結構ですが出して頂けないでしょうか。 

 

【 会場質問者１ 】 

 クマモトオイスターに限らず、カキの養殖が環境浄化に非常に良いということで聞いて

いまして、私自身としては、体に良くない金属をカキが吸収してくれて、それを利用して

カキの養殖をしようというのを聞いたことあるのですけども、そういうのを聞いてなんか

食べたくなくなったのですが、そういう事でカキの養殖をするのではなくて、熊本は非常

に環境がいいところでおいしいカキができるのだっていう事の方を宣伝して、環境の浄化

という事についてはカキにその役割を負わせるのではなくて、他のやり方で何か環境を良

くするという方法をしないといけないと思うのです。 

 

【 熊本県立大学 教授 大和田 紘一 】 

環境浄化に関しては、いろんな考え方があるのではないかと思うのです。例えば、重金

属とかそういう物を取り入れてしまう、そうすると食用には良くないという様な見方もあ

るかもしれませんが、一方では海域に窒素やリンが相当入ってくる。そこで食物プランク

トンがだいぶ増えすぎてしまう。そういうような時に、貝類というのは食物プランクトン

を好んで食べてくれる、そういう意味での浄化であり、それで、食用にするという事が、

先程もありましたが、海から陸へ取り上げるという事がまた大事だと思うのです。そのま

まそこで腐って死んでしまうのであれば何もならない訳ですが、それを食用にして漁獲す

るという事で、ある意味、環境浄化になるという考え方もあるのではないかなと思うので

すが、いかがでしょうか。他に先生方からはお答えはないでしょうか。 

 

【 熊本県立大学 教授 堤 裕昭 】 

今の有明海、八代海の現状は赤潮がどうしても増えるのです。メカニズムが少し違うか

もしれませんけれど、有明海の場合は貧酸素も起きています。干潟は砂が非常に少なくな

っていて、貝の生息が本当にない。 

でもこれらの問題が起きたのは干潟で 30年くらい前からなのです。赤潮なども有明海で

は 10年そこそこ、八代海の方は 20年位かけての変化です。ですからこの 80年代 90年代

に関して我々がやった事というのは、かなりここで一回振り返って反省しなければいけな



い。そしてもう一度、沿岸生態系を作り変えていくという事。もう一回本来の姿に戻して

いくという事。これはそんなに難しいことじゃないと思います。東京湾とか大阪湾は埋め

立てをどんどんやってしまった訳ですが、有明海はそんなことやっていませんので、10年

20年の状態まで戻すのはそれほど難しくないのではないかと思います。ですから本当に何

が効いているのかなど、やはり真剣に追い求めていって、それを解決していくことを考え

ないといけないのではないかと思います。 

それから、非常に未来志向で考えると、結局、太田扶桑男さんがノリを作る技術を開発

しても、有明海苔というか佐賀の海苔になっていて、ブランドを持っていかれているので

す。熊本県はすごく損をしていて、佐賀県は上手なのです。ですからやはりそういうブラ

ンド化というのを、今のシカメガキもそうなのですけれど、単純に我々が低開発諸国のよ

うに原材料を輸出する、外に出すというのは、もうそういうのもベースとしては必要なの

ですけれど、そうではなくて２次的に加工したり、独自産業と言われますけれど、色んな

ブランド化したりしてもっと付加価値をあげて売ることを考えないといけないのではない

かと思います。そういうもののノウハウは多分佐賀県は非常にあると思うんです。残念な

がら熊本県はないのです。そういうことを我々は謙虚に迷わないで色々教えてもらって、

いかにブランド化したり付加価値の高い物を有明海のものを使って利用していくという事

を考えていきたいと思っています。 

 

【 佐賀県有明水産振興センター 川村 嘉応 】 

先程からカキを戻そうという話が出ていましたけど、私も中で話しましたように、今ノ

リ漁業がメインなのですね。もう 99％ノリしかやっていないです。カキは昭和３０年代に

農薬被害、それから大洪水とかありまして、カキは不安定という話がありましたけれども、

不安定な養殖なものですから、皆さんノリに変わったのです。ですから、その今からどう

やってそれを元に戻していくかというのが一番問題なわけです。講演の中でも話しました

けれど、東京湾とかと違って有明海というのはなかなか一般の方がこう入ってきてワーワ

ー言って良くしていこうという、そういうのは、そこにいらっしゃいます荒牧先生やぐる

りんねっととか再生機構とかが、そういう仕事をしようとしているのですけれど、やはり

どうしても漁業者のパワーは非常に大事だと思っているわけです。私は水産におりますの

で、特にすぐにそこに行くわけですけど。そうしますと、今、ノリの業者は昔 2,600経営

体あったのが 1,000経営体なのです。今、堤先生が上手と言われたのですけれど、たまた

ま今年「有明海一番」というので当たっているだけであって、海苔産業も段々衰退してい

ると、そうするとノリの漁業者も減っていくわけです。そうすると誰が作るんだと。そこ

でカキも冬、ノリも冬という所でどうやって今からそこの辺を進行していくかという事だ

と私は思います。あとは有明海を元に戻すという作業については研究レベルの事ですので、

それなりの成果とか技術、方法が研究されると思いますけれど、その辺をどうやっていく

かというのはパワーの問題でやはりマンパワーと言うか、そういうのが必要じゃないかと



思っているところです。 

 

【 熊本県立大学 教授 堤 裕昭 】 

 水産業を戻すという事なのですけど、私その目の当たりしたのが 1995年に、緑川に行っ

た時に誰もいないのです。確かにアサリもふるってないですから。かつて 30,000t年間に

採っていた所に誰も業者がいない。そこに現場の漁師さん達が砂を撒いて、それが結構当

たったんです。そうすると今は 3,000ｔ、4,000ｔぐらいが採れる様になって、今行くと毎

日 100隻以上の船が出ています。人が戻ってきているのです。ですからそこに雇用も創出

されていますし、若い人も結構いますし、ですから儲かれば水産業って結構おいしいので

す。サラリーマンやっているよりも遥かにいいのです。だって月に半分ぐらい出て、１日

の労働時間、体力的にはいずれもいりますけど、５時間か６時間分しか拘束されないので

す。それで普通のサラリーマンと同じぐらいの給料です。儲かる時はもっと給料が入りま

すから。水産業がうまく機能すれば、人は絶対そこに住み着くと、産業的にもかなり大き

な物に成長していけるというふうに思うのです、あれを見ていると。ですから、いかに水

産業が儲かる産業としてやはりちゃんと今風にアレンジしていくかと言う事が重要じゃな

いかと。そういう環境があるという事は、それだけ生産性の高い環境が保たれるという事

は、環境も非常にいい方に保たれてないと、絶対そう言う事は起きえないから。生態系と

しても非常にこういい生態でしょう。一石何鳥かにもなると、そう言う意味ではやはり水

産業の振興は非常に重要な事じゃないかと思います。 

 

【 熊本県立大学 教授 大和田 紘一 】 

堤先生の話は大変重要なご指摘だと思うのです。我々の日本水産学会では、この頃は里

海、もう国際的にも里海という言葉が出来上がりましたが、沿岸の漁業者というのは、里

海を非常に大切に守ってきている。ですから、常に海をモニタリングしながら、収穫を通

して環境浄化にも役立ってきている。もっと我々は自信を持って行動した方がいいんじゃ

ないかというようなことを瀬戸内海を中心に皆さん言っているんですが。やはり、我々も

海の研究をしながら、そういう事にやはり自信を持って、さらに再生に向けて、という事

じゃないかと思うんですが。先生いかがですか。 

 

【 会場質問者２ 】 

有明海の栄養塩環境とでもいいますか、先程から色々お話を聞いている中で、相当赤潮

がでたり、貧酸素といった物も出ているので、その浄化の為に貝の生産を増やして、浄化

しようと話を聞かせて頂いておりますが、栄養塩レベルとして、有明海というのはちょう

ど、私は程々にというか、結局それがマイナスになっているのか、貝類の生産が落ちてい

るから、元々非常に栄養塩についてはプラスマイナス全部と言いますか、そういう感じ。

ノリについては一部です。筑後川辺りは川の栄養塩を主体にしているし、佐賀県の方がど



ちらかというと不足、肥料で濃くなっているケースもあります。だから、栄養塩はそこそ

こだと思うのですが。最近は全国的シェアで栄養塩の不足、特に瀬戸内海辺りはノリの色

落ちが大きな問題になっている。これからは栄養塩の正義を一点張りじゃなしに管理の時

代だと。そういう事で私もその方面に感心を持っておる訳でございますが。特に無機態の

栄養塩について貯蔵というのが、昔は水産関係でやっておられたのですが、環境サイドに

なってからトータルの窒素、リンという事で統一してしまって、ほとんど無機態のいわゆ

る窒素、リンのデータがないのです。その辺りがこれからは主体と考えてと思いますが、

瀬戸内海辺りは栄養の不足でそういう事について重点的に研究を移しておりますが、有明

については程々にというふうにと私は思っているのですが、その辺は、先生方はどういう

風にお考えでございましょうか。 

 

【 熊本県立大学 教授 堤裕昭 】 

有明海の水質調査をずっとこの７、８年やってきましたけど、長期的な T-N、T-Pと言っ

た時にトータルなリン窒素といった時に、無機態も一緒に入っておりますので、そのデー

タで見る限り、この 30年 40年有明海に流入している栄養塩というのは、ほとんど増加し

ているどころか、むしろ減少傾向にあるという時に、なんで赤潮が起きて貧酸素が起きる

のだろうという、そういう疑問がずっと出てきている海なのです。本来、赤潮は起きては

いけないし、まして貧酸素なんて起きるはずもない海でそういう事が起こっているのが一

つの問題です。それは一体なんなのかという。八代海とはちょっと話が違いまして、1970

年代から養殖漁業が開始されました。1960年までは一切養殖業がありません。ですから、

その養殖からの栄養塩付加というのが 70年代以降に現れてきていますので、それで大体半

分ぐらい、計算すると栄養付加になってしまうので、養殖そのものがかなり赤潮が起きや

すい状態を実は作ってしまっているという事があります。ですから、そこをもうちょっと

考えないといけないのかなというのがあります。ただし、養殖だけが悪いかというとそう

いう訳じゃなくて、実は養殖で全体の栄養塩のレベルを上げている時に、陸上から大雨が

降って来ると赤潮になるのです。ですから、最終的に引き金は陸からの栄養塩付加と聞く

のですけども。ところが去年ですけども、地元のテレビ局が、狙って撮ったのですけど、

大雨の時に球磨川から大量の水が入ってくるのです。土砂が、茶色い水が入ってくる、そ

の時に赤潮が起きている。その茶色い水をずっと辿っていくと、一房ダムまで行くのです。

ですから、やはりダムの管理のあり方も考えなければいけないのかなと。ですから球磨川

と八代海という所の水のやり取りというか、そういう物も含めた高度な管理をしていかな

いと、なかなか赤潮がうまく制御できないという時代に来ている。今まで水産とか、縦割

り行政とかよく言われるのですけど、どうやってもう少し環境というベースに、どういう

施策をみんなで打っていくのかという所を、少し役所を超えた、セクションを超えた形の

そういう目的を主体にした事を考える組織というのが県ベース、個人ベースでもいるので

はないかと…。それから県を跨ぐ、八代海だって鹿児島もありますが、有明海だったら４



県あります。そう意味では道州制がこれから求められるのかもしれませんが、そういうも

のが必要なのかなと思います。 

 

【 会場質問者３ 】 

赤潮ですが、瀬戸内海は昭和 40 年代辺りから、年間 300件くらいあったのです。現在は

100 件ぐらいです。どちらかと言うと最近は赤潮が出ない様な海は生物生産から言うと困

るという、そういう声がチラホラ聞こえている。だから種類によりますが、赤潮がすべて

悪いということにはならない。珪藻系の赤潮ならこれは結構、生物の餌になりますから。

赤潮がすべて悪という社会的な通年が出ているけれども、私も赤潮が出ない様な海は駄目

だと、そう感じでおりますけども、この辺りの色分けがちょっと必要じゃないかと思って

おります。 

 

【 熊本県立大学 教授 大和田 紘一 】 

ですから、普通にはこういう時に赤潮と言う場合は有害赤潮という呼び名をしていまし

て、珪藻の赤潮の場合は、例えばノリとの競合の場合は珪藻でも有害なのですが、有明海

のことを場合を考える場合は、あんまり有害赤潮は入れないように使い分けています。 

シャットネラはよくないですね。 

 それで八代海の方を見ますと、赤潮生物の種類がだいぶ変わってきています。今までは

ミキモトーイといった、渦鞭毛藻類が多かったのですが、それがこの頃は水温が非常に高

い７月末から８月にかけて非常に珪藻類が、増殖できないような時期を狙って、シャット

ネラとか渦鞭毛藻もそうですが、コクロディニウム・ポリクリコイデスとか。こういうの

は水温が 28℃とか 29℃になって非常に元気に生えてくるような仲間なのです。これが毎年

のように出てくるようになって、やはりこれが出ないようにするにはどうしたらいいか。

やはり負荷を減らすとか、そう言う事をこれからみんなで話し合っていくような時に来た

のではないかと思うんです。先程、先生が瀬戸内海の方が多少、楽なのだと。昔は赤潮被

害というと熊野灘、瀬戸内海、これが当たり前だったのです。今は上手に養殖されている

のか浄化されているのかどうか。毎年のように八代海が日本一の被害にあっています。そ

れをやはり熊本県民も、みんなで知っていく事が大事じゃないかと言うような気が私は思

います。 

 

【 会場質問者４ 】 

 私はやはり有明海の環境悪化というは、一番はやはり過密な養殖だと思うのです。とこ

ろが私はいままで、そういう養殖についてのマイナスの面の研究の発表といいますか、そ

れについてはほとんど聞いたことがないのです。 

 ノリ養殖から全てです。他の養殖を全部回ってみますと、ノリ養殖も熊本県でも荒尾か

らザッと下ってみますと、もうヒビの連続です。もう切れ目がないのです。そして、魚の



養殖にしても餌をやりすぎて、下に沢山溜まっているとか。そういう映像とか見たことな

いのです。だからいつも発表されるのは、食卓に上るような、そういう貝類であるとか、

魚類であるとかそういう事が話題になる。ところが我々はやはり生き物との共生と言いな

がら、それだけがすごく取り上げられて、海岸に行けば、例えば干潟の貝類だとか、もう

ひどいような状態です。これは海岸に限らず淡水の貝もそうなのです。何万もいたのが今

はほとんど姿を消している。そういう様なやはり、非常に沢山ある小さな物とか、我々の

直接食材になる様なものというのはほとんど無視されておるわけです。今後、やはりそう

いう面の研究の発表も、ぜひやって欲しいと思います。ずっとまわって見て熊本県みたい

に海岸線が汚い所はないです。その写真も撮っていますけど、ひどいものです。伊勢あた

りに行きまして、やはり養殖していますが、もう海岸にはゴミ１つ落ちてない。皆さんず

っとまわってみられたらわかると思うんです。そういうのもあるし、小河川の河口域を肉

眼で見た時には、これは汚れているなという所には、アナアオサというのはここ数年じゃ

なくて前から、ものすごく発生している。だから、やはりそういうアナアオサの発生にし

てもやはり水質の悪化というのはすごくあるのだと思うのですけども。実際に地元の漁民

というのは、そういう事を一度も言われた事がないのです。自分たちが海を預かり、そし

てそれで生活をしておりながら、それについて、環境の事について触れられてない。そう

いう環境の研究の一部というのはやはり彼らが率先して負担するべきだと思う。その辺り

の事について研究者は難しいと思うのですけれど。やはりそういう面も遠慮なく、ドシド

シ追求して欲しいと思います。 

 

【 会場質問者５ 】 

 今日、私は熊本の畑地帯の合志市から参りました。非常に本当に素晴らしい講演がござ

いました。そして有明海の過去、現在、未来に向かって、先生方がその立場でご説明頂き

ましたけれども。ちょっと私の個人的な思いをここで述べさせてもらいたいと思います。

陸の方では、国が合成化学肥料、農薬を減量しなさいという標示があっています。こうい

うことからしますと、私はやはり海は最終的な立場の所だろうと思います。まず、陸から、

それから川を渡って、川から海にでる。そこに合成化学浸透が終戦後多量に肥料とか農薬

を使ったがゆえに、こんな風になったんじゃないだろうかと私個人は思っています。その

点はいかがでしょうか。 

 

【 熊本県立大学 教授 堤裕昭 】 

 有明海に関しましては、1970 年代から、ほとんど窒素とかリンとか農薬は減らされてい

ますし、肥料もある程度そういう形で制限がかかったり、それから洗剤も無リン洗剤を使

う様になりましたので、窒素とリンに関して流入量はむしろ減りつつあるぐらいなのです。

ですから、それほど富栄養化が起きるはずのない海なのです。富栄養化というのは、瀬戸

内海の場合には、1970年代にかなり赤潮が起きたのです。その時には、その前に比べると



２倍３倍窒素やリンが入るようになったはずなのです。その結果起きたのです。大体世界

中そうなのですけれど、こと有明海に関しては栄養塩の流入量はほとんど変化ないと、む

しろ下がりつつある所で、今以前に比べると赤潮が起きやすくなっていて、貧酸素が起き

て 90年代に観測されているという事なので、そこに１つの大きな問題があるのです。だか

ら、非常に珍しいです。栄養塩付加が増えてないのになんで赤潮が起きて、なんで貧酸素

水塊が起きるのか。ですからそれを見ないといけない。私自身はかなり諫早湾干拓事業と

いうのがそこに関わっているのではないかという事で、ずっといろいろ言っている訳です

けれども。できれば開門調査というのをやって、それがどういう風に影響を与えていたの

か、いないのかということをハッキリさせて頂きたいなと、社会的な事としては思ってい

るのですけど。ただ有明海というのは、それほど昔から全く赤潮が起きなかった海じゃな

いのです。ちょこちょこは起きているのです小さいのが。それが大きな問題にならないよ

うなレベルですぐ消えているという、そういう海だったのです。ですから元々生産性が高

いですから、ちょっと雨が降れば小規模な赤潮は当然起きています。だけど、それがやた

ら起きるとそういう海になってしまっている。八代海も理屈は違うかもしれませんが、

段々そういうふうになって来てしまっているという事です。 

 

【 熊本県立大学 教授 大和田 紘一 】 

赤潮ではなくて昔は八代海の場合は牟田から東にかけての海岸は砂泥質ですから海の草

原といわれるアマモが非常にたくさん繁茂していました。それがいつなくなったか地域の

古老に聞いても全然分からないのです。その頃はアマモというのはそんなに大事なものと

は思っていなかったらしくて、それがどうも話を聞いていると昭和 40年代くらいにみかん

山の開発がだいぶあった。そこで土砂が海岸域に流れてきている。後は肥料、農薬そうい

うものが入ってきて本当にアマモがほとんどなくなってしまって来ているのです。それで

我々は八代海の再生という場合にはやはり海草、アマモあるいはホンダワラの海草という

ものを増やして魚貝類の子供が育ちやすいような海にしたいということで、今一生懸命そ

ういうものの再生に取り組んでいます。そういう意味では八代海では今おっしゃったよう

なことは過去には起こっていたということが言えるのではないかと思います。 

  

【 会場質問者６ 】 

 このような海の生産物も、陸の生産物も原因は一つと思います。最近の言葉では環境の

中に安全安心、地産地消という言葉がどんどん出ております。これはどういうことかとい

うと安心した作物を、海の産物を消費者が安心して求められるような道をやはりこれから

この会から発信しても宜しいですから堂々と重ねてもらいたいと思います。 

 

―――――――――――――――  閉会  ――――――――――――――――――― 
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